
教えて！会長!!「半世紀を迎えて」

症例研究
金属床総義歯
（保険外併用療養費と院内掲示）

～先生の一歩につなぐ～
私の歯科訪問診療（横山靖弘理事）

申請期限迫る ９月末まで
オン資補助金

と
に
か
く
暑

い
。
８
月
１
日

に
こ
の
原
稿
を

執
筆
し
て
い
る

が
、
連
日
の
猛

暑
で
私
も
体
調

News　View

を
崩
し
た
。
気
象
予
報
士
が
言

う
に
は
、
猛
暑
は
こ
れ
か
ら
も

続
く
ら
し
い
▼
こ
の
ま
ま
毎
年

の
よ
う
に
猛
暑
が
ひ
ど
く
な

り
、
大
雨
が
続
く
な
ど
気
象
条

件
も
変
わ
る
と
す
る
と
、
我
々

の
外
来
診
療
に
も
変
革
が
必
要

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
車
で

の
患
者
の
送
迎
、
ま
た
気
象
条

件
を
理
由
と
し
た
訪
問
診
療
の

依
頼
な
ど
が
脚
光
を
浴
び
る
で

あ
ろ
う
。
外
来
に
患
者
が
来

る
、
と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前

の
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
く
る

か
も
知
れ
な
い
▼
何
か
手
立
て

を
講
じ
な
い
と
、
第
二
次
ベ
ビ

ー
ブ
ー
ム
の
世
代
が
高
齢
化
す

る
時
代
が
や
っ
て
く
る
。
そ
の

時
の
気
象
条
件
は
、
外
来
診
療

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
を
前
提
と
し
、
私
は

外
来
診
療
と
い
う
も
の
を
見
直

す
時
期
が
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
▼
こ
れ
か

ら
は
、
患
者
が
過
ご
し
や
す

い
、
あ
る
い
は
治
療
し
や
す
い

と
こ
ろ
で
治
療
を
施
す
と
い
う

時
代
が
意
外
と
早
く
や
っ
て
く

る
こ
と
を
感
じ
る
。
も
う
安
穏

と
治
療
室
で
患
者
を
待
っ
て
い

る
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
つ
つ

あ
る
と
考
え
る
次
第
だ
。（
Ｆ
）

　暦の上では秋を迎えましたが、まだまだ暑い日が続いておりま
す。このような状況の中、日々の診療に加え、協会の諸事業にご
協力くださる会員の皆様に、感謝申し上げます。
　協会は今年で設立から50周年を迎え、会員の皆様のご紹介など
により、６月に会員6,000名を超える組織となりました。会員が増
えることにより歯科医師を悩ませる様々な問題を、国や行政に伝
える際の説得力が大きくなっていきます。今後も会員地区懇談会
などを通じて、会員の声を集め、国や行政に伝えていきます。ま
た、設立50周年を記念して、９月10日（日）にシンポジウムとレセ

プションを開催しますので、ぜひご参加ください（詳細＝６面）。
◆新規個別指導や雇用・税務・経営対策にも対応します
　最近では、指導計画がコロナ禍前に戻り、保険医療機関の新規指定から、１年を経過
しないうちに新規個別指導が実施されるようになりました。協会は、会員が新規個別指
導でも困ることがないよう、日々の保険診療のルールやカルテ記載など基本的なことか
ら学べる「新規開業医講習会」を開催しています。新規開業医だけでなく、若手の勤務
医、研修医の方にも参考になる講習会のため、まだご参加いただいていない先生や、ご
近隣に未入会で新規個別指導を控えている先生がいらっしゃいましたら、お声がけをい
ただければと存じます。このほかにも施設基準を届出するために必要な講習会や学術研
究会など様々なセミナーも充実していますので、ぜひご参加ください。
　雇用や税務など経営に関することは、診療所内で相談する相手がおらず、頭を悩ませ
る先生も多いと思います。その時は、協会にお電話いただければ、一緒に解決策を考え
ます。そのうえで解決が難しい場合には、顧問の税理士や弁護士に無料で相談できる無
料相談会を活用することもできます。
　病気やけがによる休業時に役立つ休業保障や、万が一の際の保障であるグループ生命保
険、自在性と安定性が高い保険医年金など、会員の生活を支える共済制度も充実しています。
　その他、ホームページやデンタルブックという協会独自の電子書籍システムやメール
ニュースなどで、最新の歯科医療情報を迅速に発信しています。
　協会では、９月、10月を拡大月間と位置づけて、会員拡大に力を入れております。会
員の皆様のお役に立てるよう日々努力を積み重ねてまいりますので、引き続き協会の諸
活動へのご協力と、未入会の先生方へのご紹介をよろしくお願いいたします。

東京歯科保険医協会 
組織部長 福島 崇

厚
生
労
働
省
は
８
月
24
日
、

新
た
に
41
万
人
の
デ
ー
タ
が
ひ

も
付
い
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
本
人
や
事
業
主
側

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
原
因

と
さ
れ
、
デ
ー
タ
が
未
登
録
で

そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
保
険
証
が
利

用
で
き
な
い
人
は
合
計
約
77
万

人
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
は
、
同
省

が
同
日
開
催
さ
れ
た
社
会
保
障

審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
報
告

し
、
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
。

同
省
は
今
後
、
未
登
録
者
に

対
し
て
、
デ
ー
タ
が
未
登
録
で

あ
る
こ
と
を
連
絡
し
、
11
月
末

ま
で
を
目
途
に
、
未
登
録
者
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
提
出

し
て
も
ら
い
、
整
備
を
行
う
と

し
て
い
る
。

こ
れ
に
先
立
っ
て
政
府
は
８

月
８
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
点

検
の
中
間
報
告
を
公
表
し
て
い

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
健
康
保

険
証
と
の
ひ
も
付
け
誤
り
が
新

た
に
１
千
69
件
確
認
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
ひ
も
付
け
誤
り
は
計

８
千
441
件
に
な
っ
た
。

岸
田
文
雄
首
相
は
ひ
も
付
け

実
施
機
関
に
対
し
、
個
別
デ
ー

タ
の
点
検
を
原
則
と
し
て
11
月

末
ま
で
に
行
う
よ
う
関
係
閣
僚

に
指
示
し
た
。

総
点
検

ひ
も
付
け
ミ
ス
が
新
た
に
１
千
69
件
に

医師・歯科医師９割が「健康保険証残すべき」
約 77 万人 ひも付けなし

9月10日（日）開催

日時：９月１０日（日）午後１時３０分～午後６時（予定）
第第１１部 記念シンポジウム「これからの歯科を考える」部 記念シンポジウム「これからの歯科を考える」

第第２２部 記念レセプション・ミニデンタルショー部 記念レセプション・ミニデンタルショー

場所：都市センターホテル
　　 （東京都千代田区平河町２- ４- １）

これからの歯科を考える
～今後もより一層頼りになる存在としてあるために～

　協会は2023年４月で設立50年という節目
を迎え、9月10日（日）に記念イベントを
開催します。奮ってご参加ください。
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※イメ
ージで

すので
実物と

色、位
置、サ

イズ等
若干異

なる場
合がご

ざいま
す。

※データ
内の細か

な文字や
デザイン

・細い線
は印刷で

再現でき
ない場合

がござい
ます。（つ

ぶれ・か
すれが生

じるため
）

※ご提供
頂いたデ

ータやご
希望され

る内容に
異なる点

がないか
ご確認く

ださい。

※印刷色
をご指示

いただい
た場合で

も、印刷
面の影響

により、色
味が異な

って見え
る場合が

ございま
す。

※印刷デ
ータは知

的財産権
に抵触す

る恐れが
ない事を

ご確認く
ださい。

※細か
い文字

や線は
見えに

くくな
る可能

性があ
ります

。

イメー
ジ

モバイルバッテリー 5000mAh

印刷色：フルカラー 印刷（白引きなし）

印刷位置：中央

参加特典として全員に

記念モバイルバッテリー・

クッキーをプレゼント

＜６面もご覧ください＞

＜参加予約はこちらから＞

参加費無料

一
方
、
前
述
の
社
保
審
医
療

保
険
部
会
前
日
の
同
23
日
、
厚

労
省
は
マ
イ
ナ
保
険
証
未
対
応

の
医
療
機
関
で
も
患
者
が
保
険

診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
取

得
者
に
、
加
入
す
る
健
康
保
険

組
合
や
自
己
負
担
割
合
な
ど
医

療
保
険
情
報
を
記
載
し
た
「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
通
知

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

し
か
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

ト
ラ
ブ
ル
が
続
発
し
て
い
る
こ

と
や
、
ま
だ
総
点
検
を
行
っ
て

い
な
い
２
千
98
団
体
で
さ
ら
に

ひ
も
付
け
誤
り
が
増
え
る
可
能

性
が
高
い
。
保
険
者
は
膨
大
な

作
業
を
強
い
ら
れ
、
業
務
が
ひ

っ
迫
す
る
と
の
懸
念
の
声
も
出

て
い
る
。

ま
た
、
医
療
機
関
に
お
い
て

は
、
①
マ
イ
ナ
保
険
証
、
②
資

格
確
認
書
、
③
現
行
の
「
健
康

保
険
証
」、
④
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
、
の
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
対

　
野
党
か
ら
健
康
保
険
証
廃
止

　
延
期
等
を
求
め
る
動
き

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
点
検
の
中

間
報
告
公
表
を
受
け
、
立
憲
民

主
党
の
岡
田
克
也
幹
事
長
は
、

中
間
報
告
で
新
た
に
判
明
し
た

保
険
証
と
の
ひ
も
付
け
に
誤
り

が
生
じ
た
こ
と
に
強
い
懸
念
を

示
す
と
と
も
に
、
来
年
秋
の
健

康
保
険
証
廃
止
は
行
わ
ず
、
時

間
を
か
け
て
議
論
す
べ
き
と
延

期
を
要
求
し
た
。
ま
た
、
日
本

共
産
党
の
小
池
晃
書
記
局
長

は
、
保
険
診
療
の
根
幹
に
関
わ

る
誤
り
だ
と
批
判
し
、
国
会
閉

会
中
審
査
と
し
て
予
算
委
員
会

集
中
審
議
の
開
催
を
求
め
て
い

る
。

　
医
師
・
歯
科
医
師
の
９
割
が

　
健
康
保
険
証
を
残
す
べ
き

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
が

７
月
27
日
か
ら
８
月
８
日
に
か

け
て
実
施
し
た
緊
急
調
査
で

は
、
回
答
が
あ
っ
た
５
千
55
件

の
医
療
機
関
の
う
ち
、
約
95
％

の
４
千
574
件
の
医
療
機
関
が

「
健
康
保
険
証
を
残
す
必
要
が

あ
る
」
と
回
答
し
た
（
当
協
会

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
＝
３

面
）。
ま
た
、
約
３
割
に
あ
た

る
１
千
679
件
の
医
療
機
関
で
何

か
し
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

と
回
答
が
あ
っ
た
。
回
答
で
は

70
歳
以
上
の
高
齢
者
で
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
画
面
の
「
負

担
割
合
」
と
健
康
保
険
証
の
券

面
の
「
負
担
割
合
」
に
相
違
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
質
問
し
た
と

こ
ろ
全
体
の
13
・
３
％
に
あ
た

る
693
件
の
医
療
機
関
が
１
件
以

上
は
あ
っ
た
と
回
答
し
て
い

る
。
誤
表
示
と
な
る
原
因
は

「
自
治
体
の
入
力
ミ
ス
」「
シ

ス
テ
ム
仕
様
に
よ
る
誤
表

示
」「
レ
セ
プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
仕
様
の
問
題
」
な
ど
と

推
定
さ
れ
、
厚
労
省
が
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

「
資
格
情
報
」
文
書
交
付
へ

「
資
格
情
報
」
文
書
交
付
へ

応
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
窓
口
業
務
は
混
乱
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
国
民
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た

め
に
も
、
現
行
の
健
康
保
険
証

を
存
続
す
る
必
要
が
あ
る
。
12

面
の
請
願
署
名
ポ
ス
タ
ー
を
ご

活
用
い
た
だ
き
請
願
署
名
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

会員の皆様の役に立つ活動を行っています会員の皆様の役に立つ活動を行っています

未入会の先生をご紹介ください未入会の先生をご紹介ください

【新連載】
歯科医療を経済から見てみる（１）
尾﨑哲則／日本歯科医療管理学会理事長

＜オン資＞現場の業務負担増加
調査で実態が浮き彫りに

談話
次期診療報酬改定に向けて～診療
側の視点に立った適切な評価を～

集団的個別指導は９月７ ・８日実施

経営・税務相談Q＆A
No.408 インボイス制度
～よくあるご質問をご紹介します！Vol.2 ～

5050周年記念企画 ご案内

２

３

４

６

８

９

保険医美術展が銀座で開催
協会から４名が力作を出展

11

12

７

東京歯科保険医協会は設立東京歯科保険医協会は設立5050周年を迎えました周年を迎えました

（１） 第６４２号 ２０２３年（令和５年）９月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

発 行 所
東京歯科保険医協会

〒169-0075
　東京都新宿区高田馬場1-29-8
 いちご高田馬場ビル6階　
電　話　03（3205）2999
振替口座　00180-0-118231
購 読 料　年 6,000円

（会 員 の 購 読 料 は 会
費 に 含 ま れ て い ま す）



（ 2）第６４２号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）９月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com
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２
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２
４
年
度
診
療
報
改
定

年
度
診
療
報
改
定

　

施
行
を

　

施
行
を
４４
月
か
ら

月
か
ら
６６
月
に
変
更

月
に
変
更

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

総
会
が
８
月
２
日
に
開
催
さ
れ

た
。
厚
生
労
働
省
は
、
懸
案
と

な
っ
て
い
る
医
療
Ｄ
Ｘ
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
、
２
０
２
４
年

度
診
療
報
酬
改
定
の
施
行
時
期

を
例
年
の
４
月
か
ら
６
月
に
後

ろ
倒
し
す
る
提
案
を
行
い
、
了

承
さ
れ
た
。

現
状
の
診
療
報
酬
改
定
で

は
、
３
月
上
旬
の
関
係
告
示
か

ら
４
月
１
日
の
施
行
日
ま
で
の

期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
、
ベ
ン

ダ
ー
や
医
療
機
関
等
に
お
い

て
、
施
行
日
に
向
け
、
短
期
間

で
の
集
中
的
な
対
応
を
求
め
ら

れ
、
そ
れ
が
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
解
消
が
主
な

目
的
で
あ
る
と
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
薬
価
改
定
に

つ
い
て
は
、
薬
価
調
査
を
例
年

通
り
実
施
す
る
こ
と
を
理
由
に

従
来
通
り
４
月
施
行
の
ま
ま
と

す
る
考
え
も
示
し
た
。

２
回
の
改
定
で

コ
ス
ト
増
を
危
惧

こ
の
厚
労
省
の
提
案
に
対

し
、
診
療
側
の
各
委
員
か
ら
意

見
が
あ
っ
た
。

林
正
純
委
員
（
日
本
歯
科
医

師
会
副
会
長
）
は
、
①
小
規
模

な
医
療
機
関
や
ベ
ン
ダ
ー
が
多

い
歯
科
の
特
性
を
踏
ま
え
た
メ

リ
ッ
ト
の
検
討
、
②
後
ろ
倒
し

に
よ
り
想
定
さ
れ
る
課
題
の
洗

い
出
し
、
③
現
場
に
混
乱
が
生

じ
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
周
知
す

る
こ
と
を
求
め
た
。

ま
た
、
長
島
公
之
委
員
（
日

本
医
師
会
常
任
理
事
）
は
、
診

療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
の
目
的
は
医

療
機
関
の
負
担
の
平
準
化
や
業

務
の
効
率
化
で
あ
り
、
施
行
時

期
の
後
ろ
倒
し
だ
け
で
は
不
十

分
と
し
、
保
守
費
用
や
リ
ー
ス

料
を
大
幅
に
引
き
下
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
医
療
機
関
に
還
元
が

図
ら
れ
る
べ
き
だ
と
し
た
。

さ
ら
に
、
診
療
報
酬
改
定
と

薬
価
改
定
の
施
行
時
期
が
異
な

る
点
に
つ
い
て
、
森
昌
平
委
員

（
日
本
薬
剤
師
会
副
会
長
）

は
、
患
者
の
窓
口
負
担
が
４
月

と
６
月
で
差
異
が
生
じ
る
点
や

診
療
報
酬
と
薬
価
の
施
行
時
期

が
分
か
れ
る
こ
と
に
伴
う
医
療

機
関
の
コ
ス
ト
増
の
可
能
性
に

懸
念
を
示
し
た
。

介
護
報
酬
改
定
は

４
月
施
行
の
予
定

診
療
報
酬
改
定
の
施
行
時
期

が
後
ろ
倒
し
に
な
っ
た
場
合
、

材
料
価
格
改
定
も
４
月
か
ら
６

月
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
診
療

報
酬
が
改
定
時
の
４
月
に
行
わ

れ
る
金
パ
ラ
改
定
が
６
月
に
後

ろ
倒
し
と
な
る
と
、
改
定
年
の

１
月
の
随
時
改
定
の
後
に
市
場

価
格
が
上
昇
し
て
も
、
６
月
ま

で
は
引
き
上
げ
ら
れ
な
い
と
い

う
状
況
に
な
る
。

24
年
４
月
は
介
護
報
酬
改
定

も
控
え
て
い
る
が
、
後
ろ
倒
し

の
議
論
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今

後
の
動
き
に
注
意
が
必
要
で
あ

る
。

厚
生
労
働
省
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
オ
ン
資
）
で
資
格
確
認

で
き
な
い
場
合
の
対
応
方
法
を
示
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
資
格
確
認
が

で
き
な
い
場
合
で
も
、
10
割
で
は
な
く
３
割

な
ど
の
窓
口
負
担
で
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
行
わ

れ
て
き
た
健
康
保
険
証
や
高
齢
受
給
者
証
等

の
提
示
以
外
の
方
法
で
は
資
格
確
認
で
き
な

い
場
合
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
課
題
も

多
く
、
健
康
保
険
証
等
で
確
認
す
る
こ
と
が

最
も
確
実
な
解
決
策
と
い
え
る
。

健
康
保
険
証
提
示
以
外
で
は

確
認
で
き
な
い
場
合
が

「
資
格
（
無
効
）」「
資
格
情

報
な
し
」
と
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

に
表
示
さ
れ
た
場
合
や
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
等
の
機
器
不
良
に
よ

り
資
格
確
認
が
で
き
な
い
場
合

は
、
①
健
康
保
険
証
等
を
提
示

し
て
も
ら
う
、
②
過
去
に
受
診

歴
の
あ
る
患
者
の
場
合
は
以
前

の
資
格
か
ら
変
更
が
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
、
③
患
者
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
用
い
て
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
資
格
情
報
画
面

を
提
示
し
て
も
ら
う
、
と
い
っ

た
対
応
に
よ
り
資
格
確
認
を
行

う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
②

は
初
診
の
患
者
に
は
対
応
で
き

ず
、
③
は
対
応
で
き
る
患
者
が

少
数
派
と
い
っ
た
欠
点
が
あ

る
。
す
べ
て
の
患
者
に
確
実
に

資
格
確
認
で
き
る
方
法
は
、
健

康
保
険
証
等
の
提
示
し
か
な
い
。

運
用
し
づ
ら
い
「
申
立
書
」

①
～
③
で
解
決
で
き
な
い
場

合
は
、
患
者
に
「
被
保
険
者
資

格
申
立
書
」
を
書
い
て
も
ら
い

申
告
さ
れ
た
負
担
割
合
で
負
担

金
を
受
領
す
る
（
図
１
）。
そ

の
後
、
正
し
い
資
格
情
報
を
確

認
し
、
レ
セ
プ
ト
を
作
成
す

る
。後

日
資
格
確
認
が
で
き
な
い

場
合
は
、
レ
セ
プ
ト
作
成
時

に
、
①
「
保
険
者
番
号
」
欄
に

「77777777

（
８
桁
）」

と
記
載
、
②
保
険
証
「
記
号
」

欄
は
記
載
せ
ず
、 「
番
号
」
欄

は
「7

7
7

7
7

7
7

7
7

（
９

桁
）」
と
記
載
（
後
期
高
齢
者

の
場
合
は
「77777777

」

（
８
桁
）
を
記
載
）、
③
「
摘

要
」
欄
の
先
頭
に
「
不
詳
」
と

記
載
（
紙
レ
セ
プ
ト
の
場
合

は
、
上
部
欄
外
に
赤
色
で
不
詳

と
記
載
）、
④
「
摘
要
」
欄
の

「
不
詳
」
の
下
段
に
、
被
保
険

者
資
格
申
立
書
に
記
載
さ
れ
た

患
者
の
カ
ナ
氏
名
、
保
険
者
等

名
称
、
事
業
所
名
、
住
所
（
複

数
存
在
す
る
場
合
は
全
て
）、

連
絡
先
、
患
者
へ
の
連
絡
を
行

っ
た
日
付
を
記
載
し
て
請
求
を

行
う
。

こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
患
者

と
医
療
機
関
の
双
方
に
手
間
が

多
く
、
頻
繁
に
発
生
す
る
と
窓

口
で
の
混
乱
が
生
じ
か
ね
な

い
。

保
険
証
等
持
参
の

ポ
ス
タ
ー
活
用
を　

確
実
で
迅
速
な
対
応
方
法

は
、
患
者
に
健
康
保
険
証
等
を

持
参
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ

る
。
協
会
は
、
そ
れ
ら
の
持
参

を
促
す
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た

の
で
ぜ
ひ
、
ご
活
用
い
た
だ
き

た
い
（
図
2
）。

な
お
、
協
会
は
今
後
も
患
者

と
医
療
現
場
に
混
乱
が
あ
る
中

で
の
健
康
保
険
証
廃
止
の
動
き

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
撤
回

を
求
め
て
活
動
を
行
っ
て
い

く
。
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図１：被保 険者 資格 申立 書

図２：保 険 証 持 参を
　　 呼 び 掛けるポ スター

今
年
度
の
集
団
的
個
別
指
導

は
、
９
月
７
日
と
８
日
に
実
施

さ
れ
る
予
定
で
、
１
カ
月
前
の

８
月
上
旬
に
通
知
が
対
象
者
に

送
付
さ
れ
て
い
る
。

協
会
が
関
東
信
越
厚
生
局
に

対
し
て
行
っ
た
開
示
請
求
に
よ

る
と
、
２
０
２
２
年
度
の
レ
セ

プ
ト
１
枚
当
た
り
の
平
均
点
数

は
１
千
229
点
で
あ
り
、
集
団
的

個
別
指
導
に
選
定
さ
れ
た
の

は
、
平
均
点
数
が
１
千
476
点
以

上
の
医
療
機
関
433
件
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

社
保
研
究
会
に
ご
参
加
を

９
月
４
日
に
「
社
保
研
究

会
」
と
題
し
、
集
団
的
個
別
指

導
を
は
じ
め
、
個
別
指
導
の
現

状
に
触
れ
る
。
ま
た
、
協
会
に

寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
中
か
ら
レ

セ
プ
ト
の
返
戻
や
減
点
の
特
徴

点
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の

対
応
等
に
つ
い
て
も
解
説
す
る

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
い
た
だ

き
た
い
（
詳
細
は
本
紙
５
面
を

参
照
）。

集
団
的
個
別
指
導
は

集
団
的
個
別
指
導
は

９９
月月
７７
・・
８８
日日
実
施
実
施

７
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
中
央
社
会
保
険
医
療

協
議
会
（
以
下
、
中
医
協
）
の
２
０
２
４
年
度
診

療
報
酬
改
定
に
向
け
た
「
歯
科
医
療
に
つ
い
て

（
そ
の
１
）」
の
議
論
の
中
で
、
支
払
側
よ
り

「
予
防
的
な
部
分
に
保
険
診
療
の
領
域
が
拡
大
し

て
い
く
こ
と
に
強
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い

る
」
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。

確
か
に
、
国
民
健
康
保
険
法
の
第
二
条
に
は
、

「
国
民
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者
の
疾
病
、
負

傷
、
出
産
又
は
死
亡
に
関
し
て
必
要
な
保
険
給
付

を
行
う
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
。
そ
の
た
め
、
健

康
保
険
は
疾
病
等
、
あ
く
ま
で
診
断
に
至
っ
た
も

の
に
対
し
て
給
付
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
う
考
え

が
根
強
い
の
だ
ろ

う
。
ま
た
、
保
険

医
療
機
関
及
び
保

険
医
療
養
担
当
規

則
の
第
一
条 

療
養

の
給
付
の
担
当
の

範
囲
に
「
診
察
、
薬
剤
・
治
療
材
料
の
支
給
、
処

置
・
手
術
そ
の
他
の
治
療
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
疾

病
を
前
提
に
し
た
記
載
で
あ
る
。

し
か
し
、
歯
周
疾
患
や
口
腔
機
能
低
下
症
な

ど
、「
歯
科
疾
患
の
重
症
化
予
防
」
が
重
要
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
の
歯
科
医
療
に
は
、
疾
病
の
進
行
を
抑
制
す
る

た
め
に
も
「
重
症
化
予
防
」
の
視
点
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

診
療
側
よ
り
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
、「
施
設

基
準
の
重
複
」
の
整
理
が
必
要
な
こ
と
、
口
腔
機

能
や
口
腔
疾
患
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
全
身
的

な
疾
患
等
に
お
い
て
医
・
歯
・
薬
の
よ
り
深
い
「
医

療
連
携
を
深
め
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
こ
と
、
ま
た
要
件
の
緩
和
は
あ
っ
た
も
の
の
、

１
９
９
８
年
よ
り
長
期
に
わ
た
り
評
価
が
据
え
置

か
れ
て
い
た
「
歯
科
衛
生
実
地
指
導
料
」
に
つ
い

て
も
、
こ
の
間
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
人
件
費
の

高
騰
に
対
応
し
た
適
切
な
評
価
を
す
べ
き
で
あ
る
。

前
述
の
「
重
症
化
予
防
」
に
も
繋
が
る
が
、
口

腔
機
能
管
理
の
中
で
行
わ
れ
る
機
能
の
獲
得
や
維

持
、
機
能
が
低
下
し
た
場
合
に
は
、
回
復
お
よ
び

向
上
の
た
め
の
「
訓
練
に
対
す
る
評
価
が
な
い
」

こ
と
に
対
し
て
も
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
歯
科
用
材
料
に
つ
い
て
は
、
支
払
側
も
診
療

側
も
市
場
価
格
に
左
右
さ
れ
な
い
非
金
属
の
新
し

い
材
料
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
と
意
見
が
一
致

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
診
療
側
の
意

見
は
、
今
後
の
歯
科
保
険
医
療
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
重
要
な
視
点
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
歯
科
医
療
は
「
重
症
化
予
防
」
を

抜
き
に
、
国
民
に
対
す
る
歯
科
医
療
提
供
体
制
の

構
築
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
診
療
側

か
ら
出
さ
れ
た
意
見
も
、
国
が
推
進
す
る
地
域
包

括
ケ
ア
を
含
め
た
こ
れ
か
ら
の
歯
科
医
療
に
は
不

可
欠
な
検
討
課
題
で
あ
り
、
よ
り
歯
科
保
健
医
療

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
議
論
を
今

後
の
中
医
協
に
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
２
０
２
３
年
７
月
28
日

　
　
　
　
　
　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　
　
社
保
・
学
術
部
長　
本
橋
昌
宏

談話談話

　
次
期
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て

　
　
～
診
療
側
の
視
点
に
立
っ
た
適
切
な
評
価
を
～

　
　
　

平
均
点
数
１
千
476
点
以
上
が
選
定 確実な解決策

オン資が対応できない場合の対応オン資が対応できない場合の対応
健康保険証の提示こそ

月 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １

R６改定に
おける国の動き

２月上旬
中医協答申

３月上旬
関係告示等
３月下旬
電子点数表

４月１日
薬価改定

６月１日
施行

７月10日
初回請求

経過措置

毎年改定や
R８以降の
改定に向けた
動き

ベンダ
作業内容

中医協での
議論

　中医協の資料等を確認し、
　ソフトウェア改修への影響を
　見極め

　薬価調査

  検証調査

疑義解釈、変更通知等
初回請求向け対応

窓口負担金計算向け対応

改修 テスト 導入導入
支援支援

随時、必要に応じた対応

診療報酬改定時期を２ヶ月後ろ倒しした場合のスケジュール（案）

・施行時期の後ろ倒しにあたっては、総合的な検討が必要とされているところ。
・毎年薬価改定の観点からは、４月の薬価改定が実施されれば、薬価調査を例年通りに実施することが可能。
・また次期改定に向けては、６月施行の場合、経過措置は9月末を基本とし、年度内の検証調査が実施可能。

中央社会保険医療協議会総会（第551回）資料より協会作成

ダウンロードは
こちら

ダウンロードは
こちら
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 「家計調査」から歯科医療を見てみると… 「家計調査」から歯科医療を見てみると…

   歯科医療を経済から見てみる（１）

尾﨑 哲則  （おざき・てつのり）
　　日本歯科医療管理学会 理事長
　　日本大学 客員教授

プロフィール　1983年日本大学歯学部卒
業。1987年同大学大学院歯学研究科修了。
1998年日本大学歯学部助教授。2002年日本
大学歯学部医療人間科学分野教授、日本大学
歯学部附属歯科衛生専門学校校長、日本歯科
医療管理学会常任理事。2008年日本歯科医
療管理学会副会長、2019年日本歯科医療管
理学会理事長。ほかに、日本公衆衛生学会理
事、日本産業衛生学会生涯教育委員会委員
長、社会歯科学会副理事長などを歴任。

「
歯
科
医
療
を
経
済
か
ら

見
て
み
る
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
、
５
回
の
連
載
で
お
話

を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
、
経
済
資

料
や
経
済
学
的
観
点
か

ら
、
歯
科
医
療
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

今
回
は
、「
家
計
調
査
」

か
ら
見
て
み
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、「
家
計
調
査
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？

総
務
省
統
計
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
引
用
す
る
と
、「
家

計
調
査
は
、
一
定
の
統
計
上
の

抽
出
方
法
に
基
づ
き
選
定
さ
れ

た
全
国
約
９
千
世
帯
の
方
々
を

対
象
と
し
て
、
家
計
の
収
入
・

支
出
、
貯
蓄
・
負
債
な
ど
を
毎

月
調
査
し
て
い
ま
す
。
家
計
調

査
の
結
果
は
、
我
が
国
の
景
気

動
向
の
把
握
、
生
活
保
護
基
準

の
検
討
、
消
費
者
物
価
指
数
の

品
目
選
定
及
び
ウ
エ
イ
ト
作
成

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
」
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
国
民
医
療
費

や
医
療
経
済
実
態
調
査
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
診
療
側
か
ら

見
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
調
査

は
、
家
計
か
ら
支
払
わ
れ
た
金

額
で
示
さ
れ
い
ま
す
。

今
回
は
、
２
０
１
９
年
か
ら

22
年
ま
で
の
４
年
間
の
年
間
収

入
五
分
位
階
級
別
１
世
帯
当
た

り
支
出
金
額
を
図
１
、
図
２
に

示
し
ま
し
た
。
Ⅰ
か
ら
Ⅴ
は
、

世
帯
の
年
間
収
入
に
よ
る
区
分

で
、
Ⅰ
か
ら
Ⅴ
に
む
か
っ
て
収

入
が
増
加
し
て
い
き
ま
す
。
縦

軸
は
、
支
払
額
を
円
単
位
で
示

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
医

療
機
関
で
の
診
療
行
為
に
対
す

る
支
払
額
を
示
し
ま
す
の

で
、
国
民
医
療
費
と
は
異
な

り
、
自
費
診
療
分
も
入
り
ま
す

が
、
保
険
診
療
で
は
一
部
負
担

金
額
に
な
り
ま
す
。
歯
磨
剤
や

歯
ブ
ラ
シ
購
入
費
は
、
別
途
項

目
が
あ
り
ま
す
の
で
入
り
ま
せ

ん
。さ

て
、
歯
科
診
療
代
の
年
度

ご
と
の
平
均
額
は
、
19
年
は
1

万
８
千
812
円
、
20
年
は
1
万
8

千
294
円
、
21
年
は
2
万
1
千
441

円
で
、
22
年
は
2
万
2
千
円
で

し
た
。
19
年
か
ら
20
年
で
低
下

し
、
そ
の
後
、
緩
や
か
に
22
年

に
向
け
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

診
療
報
酬
改
定
の
年
で
あ
る

20
年
は
、
通
常
、
家
計
か
ら
の

支
出
も
増
加
が
想
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
実
際
に
、
減
少
し
た
こ

と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
特
に
、
見
て
い
た

だ
き
た
い
の
は
、
図
1
で
す
。

年
間
収
入
に
よ
り
歯
科
診
療
代

に
差
が
み
ら
れ
、
年
間
収
入
の

区
分
が
Ⅰ
か
ら
Ⅴ
に
向
け

て
、
歯
科
診
療
代
が
増
加
し
て

い
る
点
で
す
。
い
ず
れ
の
年
も

こ
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
こ

れ
は
、
歯
科
診
療
代
の
特
徴
で

す
。
弾
力
的
な
支
出
項
目
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
世
界
の
先

進
国
で
は
、
同
様
な
傾
向
が
あ

り
ま
す
が
、
保
険
制
度
で
の
カ

バ
ー
範
囲
が
最
も
多
い
日
本
で

も
、
こ
の
よ
う
な
差
が
あ
る
こ

と
は
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
医
科
診
療
代
の
年
度

ご
と
の
平
均
額
は
、
19
年
は
4

万
3
千
74
円
、
20
年
は
4
万
850

円
、
21
年
は
4
万
2
千
344
円

で
、
22
年
4
万
3
千
727
円
で
、

歯
科
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年
間

収
入
に
よ
り
医
科
診
療
代
に
差

が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん

（
図
２
）。

こ
の
よ
う
な
、
特
徴
を
ご
存

じ
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、「
家
計
調
査
」
は
、
地
域

格
差
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
分
析
が
で
き

る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
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◆年間収入階級と五分位とは―
　「年間収入」は過去 1 年間の収入であるため、各年間収入階級の実収入の平均を
12倍しても必ずしも当該階級内には入らない。
　「五分位階級」とは、全ての世帯を毎月の実収入（現金収入）、世帯主の定期収
入、世帯の年間収入などを収入の低い方から順番に並べ、それを調整集計世帯数の
上で五等分して五つのグループを作った場合の各グループのことで、収入の低い方
から順次第I、第II、第III、第IV、第V五分位階級という。それぞれの階級につい
て収入と支出をまとめたものが「五分位階級別」の結果であり、所得階層別に家計
収支をみたり、所得の格差の動きをみたりする際に有用である。
【出典】「家計調査 用語の解説」（総務省統計局）

オン資トラブル実態オン資トラブル実態
調査第２弾結果調査第２弾結果

現場の実態が浮き彫りに
協
会
は
、
７
月
31
日
か
ら
８

月
７
日
に
か
け
て
「
第
２
弾
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
ト
ラ
ブ
ル

実
態
調
査
」
を
行
っ
た
。

回
答
が
あ
っ
た
122
件
の
う

ち
、
９
割
以
上
で
マ
イ
ナ
保
険

証
を
利
用
す
る
患
者
の
対
応
で

新
た
に
受
付
業
務
が
「
増
え

た
」
と
回
答
し
た
（
図
１
）。

ど
の
よ
う
な
業
務
が
増
え
た
の

か
を
聞
く
と
、「
患
者
さ
ん
へ

の
説
明
」
が
最
多
で
、「
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
等
の
機
器
の
操
作

補
助
」「
資
格
の
確
認
作
業
」

と
続
い
た
（
図
２
）。
マ
イ
ナ

保
険
証
を
利
用
し
て
も
資
格
確

認
が
で
き
な
い
場
合
の
対
応
で

患
者
に
被
保
険
者
資
格
申
立
書

を
記
載
さ
せ
る
厚
労
省
の
方
針

に
つ
い
て
考
え
を
聞
く
と
、

「
健
康
保
険
証
の
持
参
で
十

分
」
が
最
多
で
、「
受
付
業
務

が
増
え
る
こ
と
の
懸
念
」
や

「
患
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
懸

念
」
へ
の
回
答
も
多
く
見
ら
れ

た
。
ま
た
、
こ
の
申
立
書
を

「
患
者
に
書
か
せ
る
べ
き
で
は

な
い
」
に
も
回
答
が
あ
っ
た
。

2
０
２
４
年
秋
に
は
健
康
保

険
証
を
廃
止
す
る
と
い
う
国
の

方
針
に
対
し
て
、「
健
康
保
険

証
を
残
す
必
要
が
あ
る
」
と
の

回
答
は
９
割
を
超
え
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
資
格

確
認
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で

い
る
が
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し

て
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
の

は
、
窓
口
で
健
康
保
険
証
を
提

示
す
れ
ば
、
定
め
ら
れ
た
負
担

割
合
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
国
民
が
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
安
心
し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
た
め
に
は
健
康
保
険

証
の
存
在
は
必
要
不
可
欠
で
あ

（図１）マイナ保険証の患者への対応で、

　　　  新たに受付業務は増えましたか、減りましたか。

93％

7％

減った

増えた

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

公費医療 (子ども医療費、
生活保護等 )の確認・入力作業

資格の確認作業
エラー時の
べンダーとの対応

カードリーダー等の
機器の操作補助

患者への説明

（図２）どのような業務に時間や人手がかかりましたか。（複数回答）

80件
77件

55件

31件

22件

6件
（件）

（単位：円）
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（単位：円）

図１、図２ともに、筆者が総務省統計局「家計調査」より作図

協
会
要
望
が
実
る

協
会
が
各
自
治
体
に
要
望

し
て
い
た
歯
科
医
療
機
関
に

対
す
る
物
価
高
騰
対
策
支
援

が
始
ま
っ
て
い
る
。

東
京
都
で
は
昨
年
度
、
光

熱
費
支
援
の
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
無
床
診
療
所
に
対
し

て
一
律
１
万
円
の
「
東
京
都

医
療
機
関
等
物
価
高
騰
緊
急

対
策
支
援
金
」
を
支
給
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

申
請
は
10
月
上
～
下
旬

短
期
間
の
た
め
要
注
意

東
京
都
の
支
援
金
の
申
請

期
間
は
10
月
上
旬
か
ら
10
月

下
旬
と
さ
れ
て
お
り
、
申
請

期
間
が
短
い
た
め
、
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
他
に
も
、
葛

飾
区
で
は
歯
科
医
療
機
関
に

対
し
、
10
万
円
の
支
援
策
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
葛

飾
区
、品
川
区
、江
東
区
、荒

川
区
、目
黒
区
、北
区
で
は
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
金
利
の

低
い
緊
急
融
資
を
行
う
な

ど
、
各
自
治
体
で
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。

協
会
で
は
機
関
紙
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ

ク
な
ど
で
助
成
金
や
融
資
の

情
報
を
周
知
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク

に
登
録
す
る
と
メ
ー
ル
で
最

新
情
報
が
届
く
た
め
、
ま
だ

登
録
を
し
て
い
な
い
先
生
は

こ
の
機
会
に
登
録
す
る
こ
と

を
お
勧
め
す
る
。

 

物
価
高
騰
支
援
金
ス
タ
ー
ト

都
内
の
各
自
治
体

都
内
の
各
自
治
体

る
。協

会
は
こ
れ
か
ら
も
健
康
保

険
証
の
廃
止
方
針
の
撤
回
を
強

く
求
め
て
い
く
。

調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
先
生
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。



A　インボイス発行事業者登録の取り下げ
は、10月１日を登録日としていた場合、取り
下げの届を９月30日までに、所管のインボイ
ス登録センターに提出する必要があります。
しかし取り下げの届の書式は公表されていま
せん。協会の顧問税理士事務所が作成した見
本をご用意しておりますので、ご希望の方は
ご連絡ください。
　なお、取り消し（10月１日以降）の手続き
は取り下げとは異なり、「適格請求書発行事
業者の登録の取消しを求める旨の届出書」と
いう書式が国税庁から出されていますが、記
入にあたっては注意すべき点が多く、煩わし
いものとなってしまいます。インボイス発行
事業者の登録を取り下げたい場合は、９月30
日までに手続きを行うことをお勧めします。

Q　自院は本則課税事業者であるため、仕入
税額控除を受けるため、取引先がインボイス
発行事業者であるかを確認したいが問題はな
いか。

A　登録状況を確認すること自体は問題あり
ません。ご質問のとおり、インボイス制度で
は、本則課税事業者である歯科医療機関の仕
入や購入の取引先がインボイス発行事業者の
登録をしていない場合、支払った消費税の仕
入税額控除の適用が受けられないなどの影響
が生じます。そのため、インボイス制度が始
まる前に、取引先の登録状況を確認すること

経営・税務相談Q＆A  No.408

インボイス制度
～よくいただくご質問をご紹介します！ Vol.2 ～

　10月から始まるインボイス制度。協会にも
問い合せが増えてきており、前号に続き今号
でも、先生方からよくいただくご質問をご紹
介します。

Q　自院は簡易課税事業者だが、顧問税理士
がインボイス発行事業者に登録すると
言っている。登録をした場合の注意点
について教えてほしい。

A　簡易課税事業者がインボイス発行事業者
に登録をした場合、領収書等の「発行」にお
いて対応が変わります。具体的には領収書、
納品書、請求書等に必要事項を記載し、イン
ボイス(適格請求書等)として発行する必要が
出てきます。また、発行したインボイスの写
しの保管義務が発生しますので、適切に保管
をしてください。

Q　すでにインボイス発行事業者の登録をし
たが、取り下げをしたい場合にはどうす
れば良いか。

は重要です。なお、確認方法は以下の２種類
があります。

①国税庁の「適格請求書発行事業者公表サ
イト」で調べる

②取引先に連絡をして確認する
　登録をしていない取引先に対して、値下げ
交渉や取引中止を求めることは、独占禁止法
で規制されていますので、気を付けてくださ
い。
　また、インボイス制度開始後、取引先から
適格請求書等を受け取った際には、登録番号
が正しいかどうかも国税庁の「適格請求書発
行事業者公表サイト」で調べることも大切で
す。
　協会では、８月31日(木)に顧問税理士を講
師に招き、インボイス制度研究会を開催いた
しました。研究会を録画したものを配信予定
です。当記事でのＱ＆Ａの内容についても説
明をしています。配信開始日は、協会ホーム
ページやデンタルブックメールニュースでお
知らせいたします。

◆協会では「東京歯科保険医新聞」４月号に、

「インボイス制度の概要」をわかりやすくご

紹介しています。協会ホームペ

ージからもご覧いただけますの

で、ぜひ右のQRよりご確認く

ださい。

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：９月 21 日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 
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　これまで協会では、これから歯科訪問診療を始める先生のための講習会を開
催してきました。今回は「ステップアップ編」として、これまでの講習会では
説明しきれなかった「実際に歯科訪問診療を行ったものの続かない」「訪問時
の不安がまだ残る」「ケアマネジャーとの連携の仕方に悩んでいる」などの具
体的な不安を払拭する講習会を懇談会形式で開催します。
　参加予約をいただいた先生には事前アンケートをお送りし、いただいたお悩
みなどを中心に懇談します。ぜひ、この懇談会でお悩みを解決しませんか？

日　時　９月25日（月）午後７時～９時
講　師　協会講師団
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）
定　員　会場参加：20名程度
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料
予　約　右のQRからお申し込みください。

予約フォーム

歯科訪問診療懇談会歯科訪問診療懇談会

～～これから始める歯科訪問診療ステップアップ編これから始める歯科訪問診療ステップアップ編～～

 
地域医療研究会地域医療研究会

最期までかかりつけ歯科医でいるために最期までかかりつけ歯科医でいるために
～地域に溶け込むためのヒント～～地域に溶け込むためのヒント～

　ライフステージに応じた継続的な口腔の管理が重要視されている現在の歯科
医療において歯科訪問診療に関わることは避けて通れない課題です。
　今回は、杉並区歯科保健医療センターの診療医長である福井智子氏をお招き
し、地域医療のなかで歯科医院がどのように関与し、患者に寄り添い、最期ま
でかかりつけ歯科医でいるためにどのようなことが必要なのかを現場目線でご
講演いただきます。
　講演内容の抄録は協会HPやQRに掲載しています。あわせてご覧ください。
　
日　時　11月20日（月）午後７時～９時
講　師　福井 智子氏
　　　　（杉並区歯科保健医療センター 診療医長）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）・Web配信（＊4）
定　員　会場参加：18名、Web参加：300名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき1,000円）
予　約　右のQRからお申し込みください。

　毎年恒例となりました当協会と東京保険医協会、千葉県保険医協会の3協会
による医科歯科連携研究会を、今年も開催いたします。
　今回は、認知症とインプラントをテーマに、医科と歯科から講師をお招きし
ます。ぜひご参加ください。

日　時　11月19日（日）午後２時～４時30分
講　師　粟田 主一 氏（東京都健康長寿医療センター研究所 認知症未来社会創

造センター センター長）
春日井 昇平 氏（総合南東北病院 顎顔面インプラントセンター セン

ター長）
会　場　東京保険医協会セミナールーム（＊3）・Web配信（＊4）
定　員　会場参加：30名、Web参加：500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料
予　約　右のQRからお申し込みください。

予約フォーム

医科歯科連携研究会医科歯科連携研究会

～～認知症とインプラント･歯科治療（仮題）認知症とインプラント･歯科治療（仮題）～～

　高齢化が進む日本では歯科医院を存続させていくための事業承継・継承が大
きな問題となっています。そこで、歯科医院の事業承継・継承に関しての実態
やポイントを当会の坪田会長がわかりやすく解説します。
　地域医療を守るためにも事業を継承していくことは大切です。今後、医院承
継・継承を検討している先生はぜひご参加ください。

日　時　12月７日（木）午後７時～８時30分
講　師　坪田 有史氏（東京歯科保険医協会会長）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場 4F（＊2）
定　員　会場参加：25名
対　象　会員およびご家族
参加費　無料
予　約　右のQRからお申し込みください。 予約フォーム

経営管理研究会経営管理研究会

歯科医院の事業承継・継承の実態とポイント歯科医院の事業承継・継承の実態とポイント

　毎年好評のシャープニング・SRP実習の講習会です。全３回のうち、超音
波スケーラー編のみ空席がございます。
　
日　時　11月30日(木)　午後６時30分～９時
講　師　新田 浩氏（東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科
　　　　　　　　　総合診療歯科学分野教授）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊１）
定　員　20名（残席わずか）
対　象　会員の歯科医院勤務の歯科衛生士
参加費　10,000円( １名)
予　約　右のQRからお申し込みください。

ドクター・スタッフ講習会ドクター・スタッフ講習会
～シャープニング・ＳＲＰ実習～～シャープニング・ＳＲＰ実習～

11/30 超音波スケーラー

抄録および予約フォーム

インボイスチラシ



研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊１　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊2　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－9 TDビル （交通は上記「＊１」と同じ）
＊3　東京保険医協会セミナールーム
＊4　Web開催・配信はＺoomウェビナーを使用します。
＊5　Web開催・配信はＺoomミーティングを使用します。

予約フォーム

第1回社保研究会第1回社保研究会

集団的個別指導、返戻・減点、オン資の対応を中心に集団的個別指導、返戻・減点、オン資の対応を中心に
　今年度の高点数を理由にした集団的個別指導は、９月７日（木）と９月８
日（金）の２日間に分けて開催されます。新規個別指導や個別指導もほぼ毎
月行われる計画です。研究会では厚生局などへの開示請求の結果から読み取
れる傾向と対策を中心にお話しします。また、協会に寄せられている相談の
中から、レセプトの返戻や減点の特徴点や対処方法、窓口でオンライン資格
確認が行えなかった場合の対応方法等についても解説します。ぜひご参加く
ださい。

日　時　９月４日（月）午後７時～９時
講　師　協会講師団
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）・Web配信（＊4）
定　員　会場参加：18名、Web参加：500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき1,000円）
予　約　右のQRからお申し込みください。

　2023年度の新規個別指導は、概ね開業後、半年～８カ月以内の医療機関が
選定されています。指導対策は通知が届く前に、早い段階で準備を進めるこ
とが大切です。
　講習会では指導で指摘されやすい事項を含め、保険診療の基本的なルール
やカルテ記載、請求方法、自費と保険の考え方を丁寧に解説します。指導対
策としてだけではなく、これから開業を検討している先生や、もう一度、保
険診療について勉強したい先生、勤務医の先生にもぜひご参加いただきたい
講習会です。

日　時　10月15日（日）午後12時～５時
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ３F（＊2）
定　員　50名
参加費　会　　員：13,000円
　　　　未入会員：30,000円
予　約　右のQRからお申し込みください。

予約フォーム

第第２２回新規開業医講習会回新規開業医講習会

第第２２回施設基準のための講習会回施設基準のための講習会
～歯初診・外来環・歯援診・か強診～～歯初診・外来環・歯援診・か強診～

　この講習会は、１日で「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強診」の施設基
準に対応した研修要件を修了できます。また、医療法で定められている年２
回の医療安全講習会にも対応しています。
【注意】「外来環」「歯援診」「か強診」の施設基準には、研修の再受講の要件
　　　　はありません。

日　時　10月29日（日）
　　　　①歯初診、外来環、歯援診、か強診コース：午後１時～６時30分
　　　　②歯初診、外来環コース：午後４時～６時30分
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 教授）
　　　　坂下 英明 氏（明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／
　　　　　　　　　　  我孫子聖仁会病院 口腔外科センター長）
  馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
  森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ３F（＊２）
定　員　100名
対　象　会員
参加費　①のコース（４種類）：8,000円（修了証代込）
　　　　②のコース（２種類）：5,000円（修了証代込）
予　約　右のQRからお申し込みください。

予約フォーム

第第６６回院内感染防止対策講習会回院内感染防止対策講習会
～歯初診～～歯初診～

　歯初診のための院内感染防止対策講習会をZoomウェビナーを用いて開催
いたします。今回は昼の時間帯に、WEBのみで開催予定です。参加予約は
デンタルブックMyPageから行います。参加費のお支払いは、参加登録後
にZoomより届くメール内に記載の決済URLよりお支払いいただきます。
なお、今講習会は視聴後に確認テストを行い、合格した方に修了証をメール
にてお送りする予定です。途中参加、途中退室は受講修了とはみなされませ
んのでご注意ください。

日　時　９月27日（水）午後１時～２時
講　師　濵﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会理事）
会　場　Web開催（＊4）。会場参加はありません。
定　員　500名
対　象　会員
参加費　1,000円
予　約　デンタルブックMyPageからお申し込みください。

デンタルブックログインページ

　45年前、重度の歯周病の患者さんがお見えになりました。何も知らない私
たちのやったことは、新米歯科衛生士のSRPと患者さんの熱心なブラッシン
グでした。しかし、10㎜あった歯周ポケットが３㎜になったのです。一時は
歯周外科に夢中になった時期もありましたが、今はっきりとわかってきたこ
とは相当な重度の歯周病でも歯周基本治療で治るということです。
　患者さんの時間的、心理的、経済的な負担が少なく治るのがいちばんだと
思います。長期症例を交えながら、そのノウハウをお話ししたいと思います。

日　時　10月18日（水）午後７～９時
講　師　谷口 威夫 氏（谷口歯科医院／日本歯周病学会認定歯周病専門医・
　　　　　　　　　　　指導医他）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）・Web配信（＊4）
定　員　会場参加：18名、Web参加：500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき1,000円）
予　約　右のQRからお申し込みください。
　　　　また、協会ホームページからお申し込みいただけます。

予約フォーム

第第２２回学術研究会回学術研究会 
「開業医が行う歯周基本治療の要点と長期管理」「開業医が行う歯周基本治療の要点と長期管理」

（ 5） 第６４２号 ２０２３年（令和５年）９月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

2023年度会員地区懇談会2023年度会員地区懇談会

～WEBでは話せない返戻・減点事例の実態！～～WEBでは話せない返戻・減点事例の実態！～

　最近のレセプト審査はAI審査が行われているのをご存じでしょうか？そ
のため減点とされている審査事例が以前よりも増えているようです。今回は
AI審査の影響で変わりつつある「返戻や減点の現状」をメインテーマに開
催いたします。減点されてしまうと再審査請求を諦めて泣き寝入りしてしま
う先生も多いのではないでしょうか。泣き寝入りしないためにも協会に寄せ
られている相談事例から最近の傾向を知り、地域の先生方同士で懇談し、情
報共有を行いませんか？その他にも、最新の情勢に応じた内容もお伝えしま
す。
※ご参加の方には、事前にアンケートで具体的に聞きたい点や悩みなど
を募り、その内容をもとに懇談します。

◆城東地区懇談会
　日　時　10月14日（土） 午後7時～ 8時30分予定
　会　場　シアター１０１０・視聴覚室
　住　所　足立区千住３丁目９２ 千住ミルディスⅠ番館
◆多摩地区懇談会
　日　時　10月28日（土） 午後7時～ 8時30分予定
　会　場　女性総合センター・第２学習室
　住　所　立川市曙町２－３６－２
◆城南地区懇談会　　　
　日　時　11月11日（土） 午後7時～ 8時30分予定
　会　場　きゅりあん・第３講習室
　住　所　品川区東大井５－１８－１

参加費　無料（当日は会員証を受付にご提示ください）
定　員　各回30名程度
要予約　会員本人の参加となります。
　　　　※会場の都合上、予約が必要です。予約は右ＱＲから。
　　　　　お問い合わせは、協会組織部まで（℡：03-3205-2999）。

予約フォーム

予約フォーム

第1回学術ベーシック講座第1回学術ベーシック講座 

～～口腔機能低下症の導入から保険算定まで口腔機能低下症の導入から保険算定まで～～
　最近「オーラルフレイル」とかメディアやSNSで聞くけど・・・ちゃんと
患者に説明できますか？ 2025年には、65歳以上の高齢者は30％になると予想
されています。患者年齢が若い医院でも、今後は年配の患者が増加する可能
性が高いです。オーラルフレイル対策は、健康寿命の延伸に繋がり、国を挙
げて推進する事業です。現在、東京都の介護施設では誤嚥・窒息による事故
が多く、今後、介護施設や患者から口腔機能低下症の訓練を依頼される機会
が増えてくると予想されます。口腔機能低下症の診断や治療なんてうちでは
無理、でも興味はあるという先生に、ぜひ参加して欲しい講習会です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残席わずか：Web
日　時　10月21日（土）午後７時～９時
講　師　松島 良次 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）・Web配信（＊5）
　意見交換を行うため、Web参加の方はビデオをONにしてご参加ください。
定　員　会場参加：15名、Web参加：20名
対　象　会員
参加費　4,000円
予　約　右のQRからお申し込みください。
　　　　また、協会ホームページからお申し込みいただけます。



記記念シンポジウム

「これからの歯科を考える」
13：30 ～15：30（受付13：00～）

都市センターホテル5Fオリオン

ご参加申し込み
　お電話（☎03-3205-2999／平日9:30～17:30）、
または右のQRを読み込み、WEBから
ご予約ください。
　ご参加いただいた皆さまに記念品をプレゼン
トします。※記念品は変更になる可能性がございます。

有限会社アイ・デンタルサービス、税理士法人税制経営研究所、株式会社ヒョーロン・パブリッシャーズ、株式会社アサカワ保険事務所、神田お玉ヶ池法律事務所、
株式会社きかんし、株式会社湖池屋、大樹生命保険株式会社、太陽生命保険株式会社、東京合同法律事務所、株式会社トクヤマデンタル、富国生命保険相互会社、
ペントロンジャパン株式会社、株式会社丸山医療器械、三井住友海上火災保険株式会社、明治安田生命保険相互会社

第第１１部部

※景品は一例です。変更になる場合がございます。※景品は一例です。変更になる場合がございます。

第第２２部部

　豪華な賞品が揃う大抽選会を開催！　豪華な賞品が揃う大抽選会を開催！

記念レセプションに参加してほしい商記念レセプションに参加してほしい商

品を当てよう！品を当てよう！

　ミニデンタルショーでは、保険請求に　ミニデンタルショーでは、保険請求に

関わる機材や材料等を中心に、各企関わる機材や材料等を中心に、各企

業のおすすめ製品を出展！ぜひご参業のおすすめ製品を出展！ぜひご参

加ください！加ください！

クッキー

９/10(日)
参加費無料
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※イメ
ージで

すので
実物と

色、位
置、サ

イズ等
若干異

なる場
合がご

ざいま
す。

※データ
内の細か

な文字や
デザイン

・細い線
は印刷で

再現でき
ない場合

がござい
ます。（つ

ぶれ・か
すれが生

じるため
）

※ご提供
頂いたデ

ータやご
希望され

る内容に
異なる点

がないか
ご確認く

ださい。

※印刷色
をご指示

いただい
た場合で

も、印刷
面の影響

により、色
味が異な

って見え
る場合が

ございま
す。

※印刷デ
ータは知

的財産権
に抵触す

る恐れが
ない事を

ご確認く
ださい。

※細か
い文字

や線は
見えに

くくな
る可能

性があ
ります

。

イメー
ジ

モバイルバッテリー 5000mAh

印刷色：フルカラー 印刷（白引きなし）

印刷位置：中央

記念モバイルバッテリー＆クッキー

記念品記念品

プレゼントプレゼント

ミニデンタルショーミニデンタルショー

出展企業一覧出展企業一覧

・科研製薬株式会社・科研製薬株式会社

・サンメディカル株式会社・サンメディカル株式会社

・株式会社歯愛メディカル・株式会社歯愛メディカル

・株式会社松風・株式会社松風

・株式会社ジーシー 東京支店・株式会社ジーシー 東京支店

・パナソニック株式会社・パナソニック株式会社

・株式会社丸山医療器械・株式会社丸山医療器械

・株式会社モリタ・株式会社モリタ

・株式会社モリムラ・株式会社モリムラ

・ＹＡＭＡＫＩＮ株式会社・ＹＡＭＡＫＩＮ株式会社

ぜ
ひスタッフ・ご家族と一緒
スタッフ・ご家族と一緒にご参加ください

みんなで祝おう！みんなで祝おう！

（６）第６４２号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）９月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

東 京 歯 科 保 険 医 協 会東 京 歯 科 保 険 医 協 会

これからの歯科を考える
～今後もより一層頼りになる存在としてあるために～

日時：９月１０日（日）午後１時３０分～午後６時

会場：都市センターホテル都市センターホテル
 　　　（東京都千代田区平河町２－４－１）

国民に貢献する歯科医療 －今後の方向性について－国民に貢献する歯科医療 －今後の方向性について－

田口 円裕 氏田口 円裕 氏
（東京歯科大学 歯科医療政策学 教授）（東京歯科大学 歯科医療政策学 教授）

▼参加予約はコチラ

今後の歯科医療の充実に向けて －歯科保険診療の視点から-今後の歯科医療の充実に向けて －歯科保険診療の視点から-

宮原 勇治 氏宮原 勇治 氏
（社会保険診療報酬支払基金審査統括部 歯科専門役）（社会保険診療報酬支払基金審査統括部 歯科専門役）

協賛企業一覧（敬称略）

記記念レセプション・
　 

ミニデンタルショー
 　 16：00 ～18：00（受付15：15～）/都市センターホテル3F コスモス

PlayStation®5 (CFI-1200A01)
©2020 Sony Interactive Entertainment Inc.

BALMUDA The Brew

Anker 521 Portable Power 
Station(PowerHouse 256Wh)

豪華景品を当てよう！豪華景品を当てよう！

大抽選会大抽選会

Dyson Digital Slim Origin

ヘアードライヤー ナノケア 
EH-NA0J

AlpenGroup SPORTS GIFT

ReFa FINE BUBBLE ONE

ヘアードライヤー ナノケア 
EH-NA0J



（ 7） 第６４２号 ２０２３年（令和５年）９月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

TBI＆PMTC・デブライドメント
講習会を開催

7
月
30
日
、
ワ
イ
ム
貸
会
議

室
高
田
馬
場
に
て
、
第
２
回
ス

タ
ッ
フ
講
習
会
「
Ｔ
Ｂ
Ｉ
＆
Ｐ

Ｍ
Ｔ
Ｃ
・
デ
ブ
ラ
イ
ド
メ
ン

ト
」
が
行
わ
れ
た
。
講
師
は
歯

科
衛
生
士
の
波
多
野
映
子
氏(

古

畑
歯
科
医
院
勤
務
／
写
真
円
内)

が
務
め
、
18
名
が
参
加
し
た
。

波
多
野
氏
は
、
患
者
さ
ん
へ

の
声
か
け
、
セ
ル
フ
ケ
ア
と
と

も
に
、
歯
科
衛
生
士
の
Ｐ
Ｍ
Ｔ

Ｃ
・
デ
ブ
ラ
イ
ド
メ
ン
ト
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
対
応

す
る
大
切
さ
に
つ
い
て
、
古
畑

歯
科
医
院
の
さ
ま
ざ
ま
な
長
期

症
例
を
も
と
に
紹
介
し
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
・
デ
ブ
ラ

イ
ド
メ
ン
ト
で
は
、
参
加
者
の

臨
床
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ

う
、
動
か
し
方
を
映
し
た
動
画

の
上
映
も
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
長
期
で

見
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

実
感
し
た
。
あ
き
ら
め
な
い
サ

ポ
ー
ト
！
と
い
う
ワ
ー
ド
が
響

い
た
」「
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
で
ポ
リ
ッ

シ
ン
グ
を
行
う
際
に
、
側
方
圧

を
か
け
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

今
後
の
ス
タ
ッ
フ
向
け
の
講

歯
科
業
界
未
経
験
、
ま
た
は

経
験
の
浅
い
ス
タ
ッ
フ
を
対
象

と
し
た
「
未
経
験
ス
タ
ッ
フ
の

た
め
の
基
礎
講
習
会
」
が
７
月

21
日
、
ワ
イ
ム
貸
会
議
室
高
田

馬
場
で
行
わ
れ
、
30
名
が
参
加

し
た
。
講
師
は
協
会
の
経
営
管

理
部
担
当
の
半
田
紀
穂
子
・
岡

田
尚
彦
の
両
理
事
が
務
め
た
。

前
半
は
半
田
理
事
が
、
診
療

所
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
身
だ
し
な
み
、
保
険
証
な
ど

に
記
載
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
を
説
明
し
た
。
歯

式
や
印
象
材
、
セ
メ
ン
ト
の
練

り
方
な
ど
実
技
面
は
、
実
際
の

動
画
を
用
い
て
説
明
し
た
。

後
半
は
、
岡
田
理
事
が
歯
周

病
や
欠
損
補
綴
、
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
特
徴
や
治
療
の
流
れ
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

最
後
に
参
加
者
を
４
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ
に
経

営
管
理
部
担
当
役
員
を
配
し
講

習
の
内
容
や
日
頃
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
質
疑
応

答
の
時
間
を
設
け
た
。
参
加
者

か
ら
は
、
日
頃
の
業
務
で
疑
問

に
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
多
く

の
質
問
が
出
さ
れ
、
各
講
師
が

丁
寧
に
回
答
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
普
段
聞
け
な
い
悩
み

や
不
安
の
解
消
が
で
き
た
、
と

の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

未経験スタッフのための
基礎講習会を開催

日頃の疑問や悩みも解決日頃の疑問や悩みも解決

　
協
会
は
７
月
27
日
、
協
会
会

議
室
で
、「
第
２
回
こ
れ
か
ら

始
め
る
歯
科
訪
問
診
療
講
習
会

―
臨
床
の
基
礎
―
」
を
開
催

し
、
定
員
い
っ
ぱ
い
の
13
名
が

参
加
し
た
。
講
師
は
６
月
26
日

に
行
わ
れ
た
保
険
請
求
編
に
続

き
、
池
川
裕
子
理
事
。
歯
科
訪

問
診
療
に
お
け
る
注
意
点
や
実

際
の
診
療
の
様
子
を
中
心
と
し

た
解
説
が
あ
り
、
使
用
し
て
い

る
器
材
の
展
示
や
、
患
者
対
応

　
　
　
　
　
　

「
臨
床
の
基
礎
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

こ
れ
か
ら
始
め
る
歯
科
訪
問
診
療
講
習
会

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
も
交
え
て
歯

科
訪
問
診
療
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
丁
寧
に
解
説

し
た
。

　
ま
た
参
加
者
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
、「
歯
科

訪
問
診
療
に
行
く
と

き
の
交
通
手
段
」
や

「
持
っ
て
い
く
と
便

利
な
も
の
」
な
ど
、

歯
科
訪
問
診
療
に
関

す
る
様
々
な
疑
問
の
解
消
に
も

対
応
し
た
。

　
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
訪
問
診
療
未
経
験
者
に
と
っ

て
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
か
っ

た
」「
訪
問
診
療
が
で
き
そ
う

な
自
信
が
つ
き
ま
し
た
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

◆
「
保
険
請
求
編
」
を

　

動
画
配
信
中

　
今
回
行
っ
た
「
臨
床
の
基

礎
」
編
に
先
立
ち
6
月
26
日
に

行
わ
れ
た
「
保
険
請
求
」
編
の

動
画
（
短
縮
版
）
を
デ
ン
タ
ル

ブ
ッ
ク
で
配
信
中
。
歯
科
訪
問

診
療
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
開

業
医
の
先
生
や
勤
務
医
の
先
生

も
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　

会
員
か
ら
の
熱
望
に
即
応
し
企
画

院
内
感
染
防
止
対
策
講
習
会
を
開
催

習
会
は
、
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

Ｓ
Ｒ
Ｐ
講
習
会
を
開
催
予
定
で

あ
る(

４
面
参
照)

。
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
や
残
席
わ
ず
か
の
回

で
あ
る
が
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
に

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

""あきらめないサポートあきらめないサポート""が大切が大切

　
協
会
は
会
員
の
要

望
に
応
じ
て
８
月
23

日
に
第
５
回
院
内
感

染
防
止
対
策
講
習
会

を
開
催
し
た
。

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
は
９

名
、
会
場
参
加
１
名

の
計
10
名
が
参
加
し

た
。
施
設
基
準
の
定

例
報
告
の
案
内
が
各

医
療
機
関
に
届
い
た

た
め
、
会
員
か
ら
研

修
受
講
の
要
望
が
複

数
件
寄
せ
ら
れ
、
急

遽
開
催
と
な
っ
た
。

　
会
員
か
ら
は
「
困
っ
て
い
た

の
で
大
変
助
か
っ
た
」「
Ｗ
Ｅ

Ｂ
受
講
だ
っ
た
の
で
診
療
所
か

ら
参
加
が
で
き
て
助
か
っ

た
」「
新
興
感
染
症
の
こ
と
が

学
べ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

◆
９
月
27
日
に
院
内
感
染
防
止

　

対
策
講
習
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

　
協
会
で
は
９
月
27
日
に
も
院

内
感
染
防
止
対
策
講
習
会
を
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
開
催
予
定
。
更
新
だ
け

で
な
く
、
新
規
届
出
等
で
受
講

の
必
要
が
あ
る
場
合
は
協
会
ま

で
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
。

　東京歯科保険医協会の研究会、講習会は
会員の先生、内容によりスタッフの方も受
講することができます。また、「保団連情報
サービス」を利用することで、他協会の講
習会等も受講できます。ぜひ、ご利用くだ
さい。ご連絡をお待ちしております。

保
険
医
美
術
展
が
銀
座
で
開
催

保
険
医
美
術
展
が
銀
座
で
開
催

協
会
か
ら
４
名
が
力
作
を
出
展

　
実
に
、
100
カ
所
近
い
画
廊
と

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
立
ち
並
ぶ
東
京・

銀
座
。
そ
の
一
つ
、「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
暁
」
で
、
７
月
24
〜
30
日

ま
で
、
東
京
保
険
医
協
会
主
催

の
「
第
39
回
東
京
保
険
医
美
術

展
」
が
開
催
さ
れ
た
。〝
沸
騰
〞

と
ま
で
揶
揄
さ
れ
た
今
夏
酷
暑

の
中
、
延
べ
来
場
者
数
は
109
人

を
数
え
た
。
都
内
の
医
師
を
中

心
と
す
る
14
名
か
ら
、
写
真
や

絵
画
、
工
芸
な
ど
の
作
品
30
点

が
出
品
さ
れ
、
協
会
か
ら
は
、

副
会
長
の
早
坂
美
都
氏
を
は
じ

め
４
名
が
出
品
し
た
。

　
早
坂
氏
は
「
手
描
き
染
め

小
紋
」
と
「
手
描
き
染
め
バ

ッ
グ
」
を
出
品
。
ま
た
、
会
員

の
小
林
顕
氏
は
水
彩
画
「
５

月
」、
渡
辺
吉
明
氏
は
写
真
２

点
と
し
て
「
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー

・
オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
」
と
「
何

し
て
る
の
」
を
出
品
。
さ
ら

に
、
会
員
の
長
尾
広
美
氏
は
、

ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
を
使
っ
た

「
異
世
界
へ
の
招
待
」
を
出
品

し
た
。

　
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
い
ず
れ

の
作
品
に
も
足
を
止
め
て
し
ば

し
の
間
見
入
り
、
鑑
賞
し
て
い

渡辺吉明氏渡辺吉明氏
「パノラマビュー・「パノラマビュー・
　オープンエアー」　オープンエアー」 渡辺吉明氏「何してるの」渡辺吉明氏「何してるの」

早坂氏早坂氏
「手描き染め小紋」と「手描き染め小紋」と
「手描き染めバッグ」「手描き染めバッグ」

小林顕氏「小林顕氏「５５月」月」

 長尾広美氏「異世界への招待」 長尾広美氏「異世界への招待」

た
。

　
同
美
術
展
は
東
京
保
険
医
協

会
主
催
だ
が
、
ご
厚
意
に
よ
り

東
京
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
の

出
展
を
受
け
付
け
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
出
展
を
ご
希
望
の
先

生
は
協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
き
た
い
。

WEB開催用のスライド
資料最初の２ページ部
分。最適枚数で構成

カ
ー
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
何
が
起
き
て
い
る
の

か
と
い
う
話
題
を
提
供
し
、
ま

た
他
都
道
府
県
で
の
公
演
に
忙

し
い
荻
原
氏
は
常
に
情
報
を
発

信
し
て
き
ま
し
た
。
現
段
階
で

７
千
件
以
上
の
誤
登
録
、
医
療

現
場
で
の
シ
ス
テ
ム
障
害
、
さ

ら
に
２
０
２
４
年
秋
に
は
、
現

行
の
健
康
保
険
証
の
廃
止
と
い

っ
た
あ
ま
り
に
も
拙
速
、
見
切

り
発
車
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
政

府
の
対
応
へ
の
不
信
感
が
強
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

の
状
態
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
拡
充
が
進
め
ば
、
さ
ら
な

る
情
報
流
出
の
リ
ス
ク
と
と
も

に
、
様
々
な
問
題
も
増
大
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
政
府
を
挙
げ

て
暴
走
す
る
Ｄ
Ｘ
政
策
の
罠

を
、
利
用
者
の
目
線
で
わ
か
り

や
す
く
解
き
明
か
し
て
い
る
本

著
の
ご
購
読
を
、
ぜ
ひ
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

副
会
長
早
坂
美
都

　
「
東
京
歯
科
保
険
医
新
聞
」

６
月
号
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
登
場

さ
れ
ま
し
た
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
荻
原
博
子
氏
の
新
刊
「
マ

イ
ナ
保
険
証
の
罠
」
が
８
月
18

日
に
書
店
に
並
び
ま
し
た
。
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
主
催
の

国
会
内
集
会
で
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
罠
」

書
評

「マイナ保険証の罠」荻原博子著
（2023年8月18日発売、文藝春秋 刊）

受講者の質問に答える朝日啓司部員



 教えて！ 教えて！

 会長!!  Vol. 会長!!  Vol.7474

協
会
設
立
か
ら
50
周
年
と
の
こ
と

東
京
歯
科
保
険
医
協
会
は
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
と
と

も
に
、
保
険
診
療
の
充
実
を
図

る
た
め
、
歯
科
保
険
医
の
要
望

に
応
え
る
べ
く
し
て
50
年
前
に

ス
タ
ー
ト
し
、
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
過
去
か
ら
現
在
ま
で

の
す
べ
て
の
会
員
の
先
生
方
、

事
務
局
員
、
そ
し
て
協
会
に
ご

協
力
、
ご
支
援
を
賜
っ
た
方
々

に
対
し
、
協
会
を
代
表
し
て
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

直
前
に
迫
っ
て
お
り
ま
す

が
、
9
月
10
日
（
日
）
に
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
（
千
代
田
区

平
河
町
）
で
東
京
歯
科
保
険
医

協
会
設
立
50
周
年
記
念
と
し

て
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ら

び
に
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開

半
世
紀
を
迎
え
て

協
会
の
経
緯
と
現
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い

今
か
ら
50
年
前
、
第
１
回
の

総
会
は
１
９
７
３
年
４
月
22
日

に
開
か
れ
、
当
時
の
会
員
数
は

180
名
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
10
年
前
と
な
る
40
周

年
に
作
成
し
た
記
念
誌
「『
現

在
過
去
未
来
へ
』
２
」
に
、

当
時
の
松
島
良
次
会
長
が
挨
拶

文
で
「
あ
と
数
十
名
で
歯
科
会

員
５
千
名
と
な
る
予
定
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

40
年
間
で
約
28
倍
の
会
員
数
と

な
り
、
東
京
都
の
多
く
の
歯
科

医
師
の
先
生
方
に
と
っ
て
協
会

が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

本
年
６
月
18
日
に
第
１
回
か

ら
数
え
て
51
回
目
の
第
51
回
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
直

前
に
会
員
数
は
６
千
名
を
超

え
、
現
在
の
会
員
数
は
、
６
千

24
名
（
８
月
25
日
現
在
）
と
直

近
10
年
間
で
１
千
名
以
上
の
先

生
が
ご
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
会
員
増
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ

に
は
既
会
員
の
先
生
か
ら
の
ご

紹
介
に
よ
る
も
の
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
新
た
な
会
員
を
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
会
員
の
先
生

に
対
し
て
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
の
協
会
は
、
日
々
の
保

険
診
療
に
つ
い
て
の
会
員
の
疑

問
に
答
え
る
と
と
も
に
、
開
業

催
し
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
の
歯

科
を
考
え
る
」
と
題
し
て
の
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続

き
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は

参
加
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
に
記

念
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ま
た
豪

華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
、
ミ

ニ
デ
ン
タ
ル
シ
ョ
ー
な
ど
を
企

画
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、
本
紙

６
面
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
や
ご
家
族
の
方
も
無
料

で
参
加
で
き
ま
す
。
協
会
が
設

立
以
来
半
世
紀
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
多
く
の
方
を

お
迎
え
し
、
と
も
に
喜
び
を
分

か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

医
の
医
院
経
営
の
サ
ポ
ー
ト
・

共
済
保
険
・
税
務
・
学
術
・
ス

タ
ッ
フ
教
育
・
平
和
運
動
ま
で

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
保
険
請
求
の
サ
ポ
ー
ト
の

た
め
「
電
子
書
籍
デ
ン
タ
ル

ブ
ッ
ク
」
を
無
料
提
供
し
、
さ

ら
に
行
政
な
ど
が
発
す
る
情
報

を
速
や
か
に
共
有
す
る
た
め
、

デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と

し
て
メ
ー
ル
で
随
時
会
員
に
配

信
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
厚
生
労
働
省
や
東
京

都
に
対
し
て
は
一
人
の
歯
科
医

師
が
個
人
で
意
見
を
届
け
る
こ

こ
れ
か
ら
も
東
京
歯
科
保

険
医
協
会
は
、
歯
科
医
師
が

保
険
で
安
心
し
て
き
ち
ん
と

し
た
診
療
が
日
々
で
き
る
よ

う
、
そ
し
て
患
者
・
国
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
歯
科
診
療
を

提
供
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
重

ね
て
半
世
紀
と
長
き
に
渡
っ

て
協
会
を
大
き
く
成
長
さ
せ

て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
や
会

員
の
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
協

会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
特
に
保
険
制
度
や
歯

科
医
業
に
か
か
わ
る
要
望
を
中

心
に
協
会
は
、
多
く
の
歯
科
医

師
で
構
成
さ
れ
て
い
る
一
団
体

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
た
め
に

は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
ツ
ー

ル
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
あ
る

い
は
先
生
方
に
署
名
し
て
い
た

だ
い
た
紙
署
名
用
紙
の
束
を
持

っ
て
、
国
会
議
員
や
行
政
に
会

員
の
声
を
要
望
と
し
て
届
け
て

い
ま
す
。
今
後
も
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
歯
科
界
の
あ
ら
ゆ
る

情
報
を
チ
ョ
イ
ス
し
て
、
で
き

る
だ
け
迅
速
に
会
員
へ
デ
ン
タ

ル
ブ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
メ

ー
ル
配
信
、
あ
る
い
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
通
じ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
行
政
な
ど
か
ら
発
出

さ
れ
る
少
し
難
解
な
文
章
を
平

易
に
解
説
し
、
さ
ら
に
そ
の
文

章
の
裏
、
そ
し
て
そ
の
先
を
読

ん
だ
上
で
、
情
報
を
会
員
と
共

有
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

来
年
は
改
定
年
度
で
「
ト
リ

プ
ル
改
定
」
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
先
生
方
に
と
っ
て
情
報
を

知
る
こ
と
が
特
に
重
要
と
言
え

ま
す
。

我
々
は
、
２
０
２
０
年
前
半

か
ら
長
期
に
渡
っ
て
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
に
よ
る
影
響
を
受
け

て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
本

年
に
な
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
原
則
義
務
化
、
マ
イ
ナ

保
険
証
へ
の
対
応
、
電
子
処
方

箋
の
導
入
、
続
け
て
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
の
義
務
化
、
そ
し
て
電

子
カ
ル
テ
の
導
入
な
ど
、
さ
ら

に
順
番
に
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
が

強
制
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
歯
科

保
険
医
の
環
境
は
現
在
か
ら
将

来
に
向
か
っ
て
、
対
応
が
困
難

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
案
件
が

控
え
て
い
ま
す
。
協
会
は
会
員

の
た
め
、
こ
れ
ら
の
案
件
へ
の

対
策
、
対
応
を
行
う
所
存
で

す
。
未
だ
会
員
に
な
ら
れ
て
い

な
い
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
入
会
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　
　

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

　
　

会
長　
坪
田
有
史

（ 8）第６４２号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）９月１日 （第三種郵便物認可）
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月日 部位 療法・処置 点数

8/18 再診 明細 56+1

上顎総義歯が割れたと来院。口蓋中央部で破折している。 ／

快韓快 単imp（アルジネート） 42

床修理 375

破損部位を模型上で即重レジンにて修理。 ／

歯リハ１（１） 慨壊部分の内面を削合 124

新製の希望あり。金属床とレジン床義歯の違いを説明。 ／

8/25 再診 明細 56+1

義歯は使えているとのこと。 ／

ＳＲＰ後の再評価の結果、義歯の新製を行うこととする。 ／

鞄噛鞄 浸麻（ＯＡ＋オーラ注1.5ｍｌ） ／

ＳＲＰ 60×6

医管（術前、術中、術後の状態をモニタリング） 注注⑤⑤ 45

血圧 138～140/82～90ｍHg ／

脈拍 78～90/分 ／

ＳｐＯ2 97% ／

歯管 （管理内容 略） 100

実地指１ （指示内容 略） （文書提供 添付） 80

9/1 再診 明細 56+1

前回処置後に違和感なし。異常所見なし。 ／

蒲及蒲 Ｐ基検 （結果 略） 110

歯周病の状態は安定している。 ／

金属床義歯を希望。保険外併用療養費を説明。 ／

歯管 （管理内容 略） 100

実地指１ （指示内容 略） （文書提供 添付） 80

快韓快 補診 90

欠損部の状態に問題はない。チタン製の金属床総義歯で ／

硬質レジン歯を用いた義歯の設計とすることを説明。 ／

単imp（アルジネート） ／

快韓快 歯リハ１（１） （内容 略） 124

9/8 再診 明細 56+1

特殊印象（各個トレー＋ラバー系印象材） 272

9/15 再診 明細 56+1

快韓快 ＢＴ（蝋堤） 283

9/22 再診 明細 56+1

快韓快 試適 190

9/29 再診 明細 56+1

快韓快 義歯装着 注注⑥⑥ 2,949

人工歯 注注⑥⑥ 62+87

義管 （文書提供 添付） 注注⑦⑦⑧⑧ 230

金属床総義歯
（保険外併用療養費と院内掲示）

金属床総義歯を例に、保険外併用療養費制度の取り扱いや定例報告、
院内掲示について解説する。

患者: 62歳・男性

主訴：義歯が割れた。

所見：１年以上前に自院で製作した上顎の総義歯が口蓋中央で破折、分離している。

上顎に残根はない。 注注①①②②

傷 病 名：蒲及蒲 Ｐ２ 快韓快義歯破損,義歯フテキ→ＭＴ

施設基準：歯初診 明細 医管

保険外併用療養費：金属床総義歯（上顎・チタン：20万円） 注注③③④④

《《解解説説》》

注注①① 保険外併用療養費制度における金属床総義歯は、費用の総額を明示した上で、

保険外併用療養費として保険給付される熱可塑性樹脂総義歯の製作や装着に係る保険

点数の相当金額を控除した金額を患者から受領するものである。

注注②② 保険外併用療養費制度における金属床総義歯は、無歯顎の患者が対象。生活保

護の患者並びに残根上の総義歯、インプラント上の総義歯および部分床の金属床義歯

は対象とならない。

なお、本制度を用いずに、無歯顎の患者に対する自費での金属床総義歯の製作は認

められていない。

注注③③ 保険外併用療養費を行う場合は、金額などを定めた上でその内容を厚生局へ報

告する。報告書類は厚生局ホームページからダウンロードする。内容に変更があった

場合も報告する。

また毎年７月の定例報告において、実施状況を厚生局へ報告する。

注注④④ 保険外併用療養費の金属床総義歯を行う医療機関は、金属床総義歯の概要及び

金属床総義歯に係る費用について、院内掲示する。

その他に、院内掲示をすべきものとして、明細書の発行状況、届出している施設基

準および半年以内の義歯の再製作ができない取り扱いなどがある。

院内掲示見本はデデンンタタルルブブッッククののデデンンタタルル書書庫庫内内に

あるためご参照をいただきたい。

デンタルブックには豊富な症例解説や院内掲示見本などが揃っており、メールニュー

スで歯科に関する重要な情報を発信している。協会の会員は無料で利用できるため、

ぜひご活用いただきたい。

＜＜保保険険外外併併用用療療養養費費のの金金属属床床総総義義歯歯のの院院内内掲掲示示のの例例＞＞

金属床総義歯は総義歯（総入れ歯）の床の部分に金属を使用したもので、通常の義

歯と比べて床がうすく快適に使用できます。当院で金属床総義歯を希望される場合は、

下記の価格の一部が特別の料金（保険外併用療養費）として保険で給付されます。保

険で給付される費用は診療日数などにより異なりますが約〇〇円ほどです。ただし、

その分の一部負担金はかかります。

なお、歯ぐきの状態などにより、金属床総義歯が適さない場合がありますので事前

に主治医とご相談ください。また領収書は必ずお受け取りください。

コバルトクロム床 上顎〇〇円 下顎〇〇円

チタン床 上顎〇〇円 下顎〇〇円

金床 上顎〇〇円 下顎〇〇円

注注⑤⑤ 医管の算定には施設基準の届出と院内掲示が必要。対象となる治療中には患者

の血圧、脈拍、経皮的動脈酸素飽和度を経時的に監視し、必要な医療管理を行う。

注注⑥⑥ 保険外併用療養費の金属床総義歯の保険請求は、熱可塑性樹脂の総義歯の点数

として請求する。そのため、装着日の金属床総義歯の点数は、熱可塑性樹脂の総義歯

および熱可塑性樹脂レジン歯となる。

注注⑦⑦ 特別の料金は掲示価格から保険外併用療養費を控除した金額となり、患者に請

求する。

＜＜今今回回のの場場合合：：掲掲示示価価格格をを2200万万円円ととししてていいたた場場合合＞＞

（1）掲示価格：200,000円

（2）保険外併用療養費：4,443点×10円＝44,430円

（内訳）

・再診料(5回)：56点×5回

・補診：90点

・印象採得：272点

・咬合採得：283点

・試適：190点

・熱可塑性樹脂義歯：2,949点

・人工歯：149点

・義管：230点

（3）特別の料金：200,000円－44,430円＝155,570円

注注⑧⑧ 特別の料金の領収書には、保険外併用療養費制度に係る一部負担金と特別の料

金を記載する。なお、特別の料金は消費税の対象となる。

※※ 実実際際にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい ※※

デデンンタタルルブブッッククへへロロググイインン・・新新規規登登録録ははここちちららかからら

（ 9） 第６４２号 ２０２３年（令和５年）９月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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おくむら ・ まさる　オクネット代
表、歯科ジャーナリスト。明治
大学政治経済学部卒業、東京歯
科技工専門学校卒業。日本歯科
新聞社記者・雑誌編集長を歴
任、退社。さらに医学情報社創
刊雑誌の編集長歴任。その後、
独立しオクネットを設立。「歯科
ニュース」「永田町ニュース」を
ネット配信。明治大学校友会代
議員(兼墨田区地域支部長)、明
大マスコミクラブ会員。

奥村 勝
Masaru Okumura

N A R R A T I V E 　 V o l . 1 2 歯科界への私的回想録 歯科界への私的回想録 

「口唇口蓋裂議員連盟」が会合「口唇口蓋裂議員連盟」が会合

◆
第
10
回
理
事
会
◆

　

７
月
28
日
㈮
、午
後
７
時

00
分
～
10
時
５
分
。会
長
、副

会
長
５
名
、理
事
13
名
、監
事

２
名
、
事
務
局
６
名
の
出

席
。

【
情
勢
報
告
】　

①
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
義

務
化
、オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義

務
化
、健
康
保
険
証
の
廃

止
、②
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
に
つ
い
て
、③
そ
の
他

（
新
型
コ
ロ
ナ
、イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
な
ど
）の
報
告
を
確

認
。

【
運
動
課
題
】　
「
保
険
証

を
残
し
て
く
だ
さ
い
」国
会
内

集
会
（
7
月
26
日
）の
参
加

報
告
、秋
の
運
動
と
し
て
、

「
現
行
の
健
康
保
険
証
を

残
し
て
く
だ
さ
い
」請
願
署
名

と
ポ
ス
タ
ー
を
「
月
刊
保
団

連
」９
月
号
に
同
封
し
て
会

員
に
送
付
す
る
こ
と
を
確

認
。

【
政
策
課
題
】　

２
０
２
４

年
度
東
京
都
予
算
に
つ
い
て
、

東
京
都
要
請
、都
議
会
各
会

派
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
要
請

項
目
と
内
容
を
討
議
の
う
え

確
認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　

①
７

月
５
日
開
催
の
中
医
協
総
会

で
提
案
さ
れ
た
「
歯
科
医
療

（
そ
の
１
）」に
つ
い
て
の

社
保
・
学
術
部
長
談
話
、②

東
京
都
か
ら
の
依
頼
に
基
づ

き
、医
療
用
物
資
（
個
人
防

護
具
）の
配
布
に
つ
い
て
、会

員
に
周
知
し
た
こ
と
、③
歯

科
技
工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
を
東

京
都
内
の
１
千
806
の
歯
科
技

工
所
に
送
付
す
る
こ
と
、④

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
ト
ラ

ブ
ル
実
態
調
査
の
第
２
弾
を

実
施
す
る
こ
と
な
ど
の
提
案

と
報
告
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　

８
月
１

日
付
会
員
数
６
千
21
名
（
入

会
28
名
、退
会
20
名
）。

2023年度
第10回
理 事 会

▼
設
立
は
６
月
20
日　

　
自
民
党
・
公
明
党
の
与
党
に

よ
る
「
口
唇
口
蓋
裂
議
員
連

盟
」
の
設
立
総
会
が
６
月
20
日

に
行
わ
れ
、
初
会
合
を
開
催
し

た
。
役
員
と
し
て
、
会
長
に
は

衆
議
院
の
橋
本
岳
議
員
（
自
民

党
）、
事
務
局
長
に
細
野
豪
志

議
員
（
自
民
党
）、
事
務
局
次

長
に
吉
田
宣
弘
議
員(

公
明
党

)
、
幹
事
に
山
本
博
司
議
員(

公

明
党)
、
顧
問
に
は
野
田
聖
子

議
員(

自
民
党)
が
、
そ
れ
ぞ
れ

選
任
さ
れ
た
。

▼
７
月
27
日
に
第
２
回
会
合

　
続
い
て
同
議
連
は
７
月
27

日
、
参
議
院
議
員
会
館
内
の
会

議
室
で
第
２
回
会
合
を
開
催
し

た
。
今
回
は
、
昭
和
大
学
歯
科

病
院
長
で
同
大
特
任
教
授
も
務

め
る
槇
宏
太
郎
氏
が
講
師
に
招

か
れ
〝
口
唇
口
蓋
裂
〟
に
つ
い

て
講
演
を
行
っ
た
。

　
会
合
は
、
吉
田
事
務
局
次
長

の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
特
に
口

唇
口
蓋
裂
の
課
題
と
し
て
、
前

回
、
指
摘
さ
れ
た
内
容
を
集
約

し
た
。「
現
在
18
歳
未
満
は
育

成
医
療
、
18
歳
以
上
は
更
生
医

療
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
顎
修
正
手
術
並
び
に

手
術
後
の
歯
科
矯
正
治
療
は
身

体
の
成
長
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
18

歳
以
降
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
る
が
、
現
在
の
更
生
医
療
制

度
下
で
の
身
体
障
害
者
手
帳
の

取
得
が
取
り
づ
ら
い
」
な
ど
と

指
摘
。
患
者
側
か
ら
も
「
育
成

医
療
の
年
齢
期
限
延
長
」
な
ど

を
求
め
る
声
が
あ
る
こ
と
を
紹

介
。
こ
う
し
た
社
会
的
な
課
題

に
対
し
、
臨
床
的
な
発
症(

生

誕)

か
ら
そ
の
後
の
成
長
過
程

に
伴
う
口
唇
口
蓋
裂
症
状
へ
の

対
応
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

▼
昭
和
大
歯
学
部
病
の

　

槇
院
長
の
講
演
内
容

　
一
方
、
槇
病
院
長
は
、
口
唇

口
蓋
裂
学
会
理
事
長
を
歴
任
し

た
経
験
か
ら
、
改
め
て
口
唇
口

蓋
裂
の
形
成
外
科
・
口
腔
外
科

か
ら
矯
正
歯
科
診
療
を
臨
床
的

な
視
点
か
ら
説
明
。
ま
ず
「
外

科
的
診
療
の
そ
の
技
術
も
発
展

し
て
き
て
い
る
。
日
本
の
レ
ベ

ル
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
矯
正
歯
科
も
上
顎

と
下
顎
の
成
長
速
度
が
違
う
の

で
、
下
顎
が
前
に
出
て
し
ま
う

の
で
す
。
そ
の
問
題
へ
の
対
応

が
重
要
で
す
が
、
そ
の
レ
ベ
ル

も
良
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
し

つ
つ
、「
障
害
者
総
合
支
援

法
、
自
律
支
援
医
療
（
更
生
医

療
・
育
成
医
療
）」
に
つ
い
て

も
併
せ
て
説
明
。
特
に
、
障
害

者
総
合
支
援
法
の
対
象
と
し
て

区
市
町
村
が
実
施
主
体
に
な
る

〝
自
立
支
援
医
療
〟
に
も
言
及

し
、「
対
象
は
18
歳
未
満
で
、

音
声
、
言
語
、
咀
嚼
機
能
障
害

の
あ
る
児
童
で
あ
る
こ
と
」
な

ど
を
紹
介
し
た
。

　
講
演
後
に
行
わ
れ
た
質
疑
応

答
で
は
役
員
（
議
員
）
の
橋
本

会
長
か
ら
「
育
成
医
療
・
更
生

医
療
の
適
用
に
は
規
定
が
あ
る

が
、
口
唇
口
蓋
者
の
治
療
が
終

え
る
術
後
の
年
齢
が
23
～
26
歳

と
な
る
と
そ
の
差
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
ど
う
理
解
す
る
の
か
」
と
の

質
問
が
あ
り
、
続
い
て
、
自
民

党
参
議
院
の
島
村
大
議
員
が

「
治
療
期
間
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
あ
る
程
度
の
期
間
が
必

要
。
具
体
的
に
は
夏
休
み
な
ど

に
な
る
が
、
生
徒
に
は
大
事
な

教
育
も
あ
る
た
め
、
そ
の
点
へ

の
配
慮
が
必
要
」
と
指
摘
し

た
。
そ
の
ほ
か
の
参
加
議
員
か

ら
は
、「
育
成
医
療
・
更
生
医

療
の
適
用
年
齢
の
延
期
へ
の
課

題
は
何
か
」「
日
本
口
蓋
裂
学

会
の
認
定
制
度
が
２
０
１
９
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が

認
定
医
は
全
体
の
ど
の
程
度
を

占
め
て
い
る
の
か
」
な
ど
の
質

問
が
あ
っ
た
。

▼
友
の
会
会
員
か
ら
は

　

本
音
を
交
え
た
報
告
が

　
さ
ら
に
、
口
唇
・
口
蓋
裂
友

の
会
会
員
か
ら
は
、「
診
療
で

き
る
病
院
も
限
定
さ
れ
て
い
る

の
が
現
実
。
都
市
部
と
地
方
で

は
違
い
が
あ
り
ま
す
。
手
術
後

の
診
療
の
対
応
が
バ
ラ
バ
ラ
で

す
」「
ま
だ
、
社
会
に
知
ら
れ

て
い
な
い
の
も
事
実
。
紹
介
さ

れ
た
診
療
所
で
『
本
院
で
は
診

ら
れ
な
い
』
と
、
断
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
」
な
ど
、
現

状
か
ら
の
意
見
を
交
え
た
報
告

が
行
わ
れ
、
そ
の
改
善
項
目
を

役
員
に
訴
え
た
。

▼
育
成
医
療
と
更
生
医
療
の

　

課
題
検
討
を
再
確
認

　
な
お
、
今
回
の
会
合
で
は
、

特
に
行
政
・
法
律
面
か
ら
の
指

摘
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た

が
、
育
成
医
療
（
18
歳
ま
で
）

と
更
生
医
療
（
18
歳
以
上
）
へ

の
理
解
・
課
題
な
ど
が
、
さ
ら

に
議
論
を
詰
め
る
必
要
が
あ
る

と
各
議
員
か
ら
再
確
認
さ

れ
、
衆
院
法
制
局
か
ら
も
、

「
今
後
の
こ
の
年
齢
規
定
の

件
、
厚
労
省
と
議
論
す
べ
く
申

し
入
れ
し
て
い
ま
す
」
と
報
告

さ
れ
た
。
内
閣
提
出
法
案
と
議

員
立
法
の
相
違
と
適
否
な
ど
に

つ
い
て
、
専
門
の
立
場
か
ら
の

説
明
も
行
わ
れ
た
。

　
歯
科
医
療
界
で
は
あ
ま
り
話

題
に
な
ら
な
い
「
口
唇
口
蓋

裂
」
で
す
が
、
議
連
の
活
躍
に

期
待
し
ま
す
。

　
た
だ
、
私
の
立
場
か
ら
は
、

患
者
関
係
者
に
は
、
さ
ら
に
歯

科
へ
の
理
解
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

槇昭和大歯科病院長が講演 歯科から島村議員が参加

協
会
設
立

協
会
設
立
5050
周
年
を
迎
え

周
年
を
迎
え    「
回
顧
」

「
回
顧
」

　2013年 5 月、協会は設立40
周年を迎え、千代田区平河町
の都市センターホテルで記念
特別企画を開催した。写真上
は、その時のレセプション会
場でのワンシーン。参加者は
340人を超えた。
　さらにこの翌月には、協会
の呼びかけによって、東京・　

　京都・福岡・大阪の歯科単独
４ 協会による史上初の「会長・理事長対談」を実現させた。
　あれから10年が経過し、本紙10面「理事会だより」の“組織の現勢”
にあるように、協会会員数は6000人を超えた。そして、来たる 9 月10日(日)
には協会設立50周年記念企画を開催する。会場は、10年前と同じ都市セ
ンターホテル。今後の歯科医療の行方を占うシンポジウム 2 題のほか、
その場で景品が当たる「大抽選会」も実施するので、ご家族やスタッフ
の方々を誘い合わせの上、ぜひ、ご参加いただきたい。

協会設立40周年記念特別企画懇親会の会場。参加者は340人を超えた

歯科単独4協会による会長・理事長対談の模様

　保団連が運営する　保団連が運営する「「保団連情報サービス保団連情報サービス」」に登録しに登録し
ますと、他協会・医会が開催する研究会などにWEBますと、他協会・医会が開催する研究会などにWEB
参加できます。右のQRよりご登録できます。参加できます。右のQRよりご登録できます。

保 団 連保 団 連
情報サービスのご案内情報サービスのご案内

協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
３
年
８
月

   1  火  第5回広報・ホームページ部会

   2  水  第5回経営管理部会

   3  木  杉並区歯科保健医療センター訪問、

　　　 第5回共済部会

   4  金  第5回総務会議

   7  月  第6回50周年企画・運営実行委員会

 23  水  第5回組織部会

  24  木  第10回理事会、会員無料相談

  29  火  第7回50周年企画・運営委員会

  31  木  2024年度東京都要請、インボ

             イス研究会、都民ファーストの　

　　　　会東京都議団ヒアリング、

　　　  東京都議会立憲民主党ヒアリ

　　　  ング



ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト製

作、運用、コンサルテ

ィングを行い歯科関連

サイトの運用は常時

120件を数える。

（ 1 1） 第６４２号 ２０２３年（令和５年）９月1日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
１３７１３７１３７１３７

機
関
紙
８
月
号
に
つ
い
て
、

通
信
員
50
名
の
便
り
の
中
か

ら
抜
粋
し
ま
し
た
。

◆
「
教
え
て
！
会
長
!!
」
で
は

３
回
に
わ
た
り
電
子
カ
ル
テ
を

テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
ご
感
想

を
。

・
電
子
カ
ル
テ
は
カ
ル
テ
保
管

の
場
所
を
取
ら
な
い
の
が
メ

リ
ッ
ト
で
す
が
、
Ｐ
Ｃ
の
故

障
や
不
具
合
が
起
き
た
時
の

対
応
が
大
変
そ
う
な
の
で
、

義
務
化
に
な
ら
な
い
で
ほ
し

い
で
す
。

・
２
０
３
０
年
に
普
及
率
90
％

と
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

電
子
保
存
の
三
原
則
の
一
つ

の
真
正
性
の
タ
イ
ム
ス
タ
ン

プ
に
つ
い
て
、
瞬
時
に
正
確

に
カ
ル
テ
入
力
で
き
る
の
か

否
か
。
整
備
の
た
め
猶
予
を

持
た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
気
に

な
る
。
導
入
費
用
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に
対
す
る
補
助

金
も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

・
電
子
カ
ル
テ
の
三
原
則
に
関

し
、
①
真
正
性
、
②
見
読

性
、
③
保
存
性
―
に
つ
い
て

納
得
し
ま
し
た
。
停
電
に
備

え
て
「
紙
」
で
も
保
存
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

・
医
科
系
の
病
院
で
電
子
カ
ル

テ
を
経
験
し
て
い
な
い
歯
科

医
が
多
い
の
で
、
レ
セ
コ
ン

と
電
子
カ
ル
テ
の
違
い
は
ほ

と
ん
ど
認
識
で
き
て
い
な
い

の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

・
医
科
と
は
診
療
形
態
が
異
な

る
た
め
電
子
カ
ル
テ
加
算

（
医
科
の
外
来
管
理
加
算
の

よ
う
な
も
の
）
が
あ
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
か
。

・
電
子
カ
ル
テ
は
患
者
情
報
を

電
子
デ
ー
タ
と
し
て
保
存

し
、
す
べ
て
の
情
報
が
一
元

管
理
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す

が
、「
す
べ
て
の
情
報
」
と

は
何
を
指
す
の
で
し
ょ
う

か
。

・
時
代
的
な
流
れ
と
し
て
デ
ジ

タ
ル
化
は
し
ょ
う
が
な
い
と

思
う
が
、
や
は
り
年
を
重
ね

て
く
る
と
新
し
い
物
を
取
り

入
れ
る
こ
と
に
対
応
が
鈍
く

な
り
が
ち
な
の
で
そ
う
い
う

面
で
も
不
安
や
ト
ラ
ブ
ル
に

な
り
そ
う
な
こ
と
を
あ
る
程

度
ク
リ
ア
に
し
て
制
度
化
を

進
め
て
ほ
し
い
。

・
時
代
の
流
れ
で
仕
方
が
な
い

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
が
、
不

安
が
一
杯
で
す
。

・
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
は
、

既
に
小
生
に
は
夢
物
語
で

す
。
５
年
以
内
の
閉
院
を
考

え
て
い
ま
す
が
、
若
手
の
先

生
は
大
変
な
時
期
を
迎
え
ま

す
。
息
子
２
人
を
歯
科
医
師

に
し
た
こ
と
が
良
か
っ
た
の

か
と
、
考
え
て
い
ま
す
。

・
ま
た
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
何
も
せ

ず
、
期
限
が
迫
っ
て
か
ら
仕

方
な
く
重
い
腰
を
上
げ
る
と

思
う
。

・
歯
科
に
お
け
る
電
子
カ
ル
テ

の
話
は
昔
か
ら
あ
り
、
特
段

何
か
変
わ
る
も
の
で
は
な
い

の
で
は
。
ま
ず
は
マ
イ
ナ
保

険
証
・
オ
ン
資
シ
ス
テ
ム
を

き
ち
ん
と
確
立
し
て
か
ら
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　「歯科訪問診療をはじめようと思っているが具体的なイメ

ージがつかめない」 「歯科訪問診療をしている先生はどの

ように行っているのだろう？」 ―。

　先生方は、 訪問診療でお悩みではないですか？今号より

地域医療部担当役員や部員、 会員の先生らが印象に残

った訪問診療の経験や患者との診療のエピソードをコラム

にして掲載します。 他の先生がどのように訪問診療をして

いるのか。 実際の訪問診療のイメージをつかみ日々の

診療に活かしていただければ幸いです。

 地域医療部長　森元主税

私
が
出
会
っ
た
あ
る
患
者
Ａ
さ
ん
の
話

を
し
た
い
。
ま
だ
、
当
院
で
歯
科
訪
問
診

療
に
対
す
る
電
話
対
応
の
打
ち
合
わ
せ
が

で
き
て
い
な
い
頃
の
出
来
事
だ
。

歯
科
訪
問
診
療
の
依
頼
の
電
話
は
、
受

付
が
取
っ
た
。
通
院
歴
の
あ
る
Ａ
さ
ん
の

娘
さ
ん
か
ら
だ
っ
た
。
細
か
い
点
は
記
憶

に
な
い
が
「
歯
が
抜
け
て
入
れ
歯
が
合
わ

な
く
な
っ
た
」
と
い
う
。
Ａ
さ
ん
は
旦
那

さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
一
人
暮
ら
し

と
な
り
、
時
々
娘
さ
ん
が
お
孫
さ
ん
を
連

れ
て
様
子
を
見
に
き
て
い
た
。

歯
科
訪
問
診
療
の
依
頼
は
娘
さ
ん
か
ら

の
電
話
だ
け
な
の
で
口
腔
の
状
態
な
ど
が

よ
く
分
か
ら
な
い
。
受
付
が
も
う
少
し
状

況
を
聞
い
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
た
が
仕
方

な
い
。
義
歯
を
製
作
し
て
か
ら
だ
い
ぶ
時

間
が
経
っ
て
い
る
た
め
、
鈎
歯
が
コ
ア
ご

と
脱
離
し
て
義
歯
が
維
持
で
き
な
く
な
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
脱
離
再

装
着
は
無
理
だ
と
し
て
も
、
隣
在
歯
に
ク

ラ
ス
プ
を
架
け
替
え
る
だ
け
で
済
み
そ
う

だ
な
ど
、
少
な
い
情
報
で
あ
れ
こ
れ
考
え

た
。
何
も
わ
か
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
が
、

Ａ
さ
ん
が
家
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い

「
ま
ず
は
行
こ
う
！
」
と
、
歯
科
訪
問
診

療
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

今
、
先
生
が
歯
科
訪
問
診
療
の
依
頼
が

あ
っ
て
ど
う
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
と
し

た
ら
、
私
は
「
す
ぐ
に
で
も
行
き
な
さ

い
」
と
言
い
た
い
。

ま
ず
は
、
住
環
境
や
家
族
構
成
、
全
身

状
態
、
口
腔
内
や
義
歯
の
状
況
確
認
な
ど

を
行
い
、
今
後
の
治
療
計
画
を
立
て
る
だ

け
で
も
十
分
で
あ
る
。
と
に
か
く
行
っ

て
、
口
腔
内
を
確
認
し
て
み
な
い
と
分
か

ら
な
い
。
訪
問
す
る
だ
け
で
も
、
患
者
は

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
る
。

歯
科
訪
問
診
療
の
多
く
は
義
歯
関
係
で

点
数
も
100
分
の
50
点
が
加
算
さ
れ
る
も
の

が
多
く
、
歯
科
訪
問
診
療
料
と
合
わ
せ
れ

ば
２
千
点
を
超
え
、
在
宅
で
あ
れ
ば
別
に

介
護
保
険
も
請
求
で
き
る
。
高
価
な
機
材

も
不
要
で
あ
る
。

歯
科
訪
問
診
療
を
始
め
る
の
に
不
安
を

感
じ
る
先
生
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
協

会
で
は
「
こ
れ
か
ら
始
め
る
歯
科
訪
問
診

療
講
習
会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
。
ま
ず
は
講
習
会
に
参
加
す
る
こ
と
か

ら
で
も
よ
い
。
何
か
一
歩
、
歯
科
訪
問
診

療
に
踏
み
出
し
て
み
よ
う
！

第１回
地域医療部担当理事　横山　靖弘

近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
チ
ャ
ッ
ト

ア
プ
リ
（
以
下
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
）
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
歯
科
医

院
に
お
い
て
も
業
務
の
効
率
化

や
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
活
用
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
た
業
務
連
絡
等
に
つ
い
て

は
、
一
斉
に
連
絡
が
で
き
る
な

ど
便
利
な
反
面
、
注
意
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
点
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
解

相談室

ITIT

永田 康祐
クレセル株式会社

歯科医院歯科医院のの効果的効果的なな

チャットアプリチャットアプリ活用活用とと

労働基準法労働基準法のの遵守遵守 そのその１１

説
し
、
適
切
な
運
用
方
法
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
労
働
条
件
と

　
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
の
関
係
】

労
働
基
準
法
は
、
労
働
者
の

権
利
保
護
と
健
全
な
労
働
環
境

の
確
保
を
目
的
と
し
て
制
定
さ

れ
た
法
律
で
す
。
こ
の
法
律
に

基
づ
き
、
就
業
規
則
や
労
働
契

約
な
ど
が
結
ば
れ
、
賃
金
や
労

働
時
間
、
休
憩
時
間
な
ど
労
働

条
件
が
定
め
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
労
働
基
準
法
や
就
業

規
則
、
労
働
契
約
な
ど
（
以

下
、
労
働
基
準
法
等
）
で
定
め

ら
れ
て
い
る
就
業
時
間
と

は
、
始
業
時
刻
か
ら
終
業
時
刻

ま
で
の
時
間
の
こ
と
で
あ

り
、
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に

置
か
れ
て
い
る
時
間
を
い
い
ま

す
。
休
憩
時
間
や
終
業
時
刻
以

後
の
時
間
は
、
労
働
者
は
使
用

者
の
指
揮
命
令
下
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
少

し
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
就
業
時
間
と
の
関
係
】

就
業
時
間
外
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
使
っ
て
業
務
連
絡
を
行
う
場

合
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
仕

事
に
関
す
る
連
絡
は
簡
単
な
場

合
で
あ
っ
て
も
〝
仕
事
〞
で
あ

り
、
賃
金
支
払
い
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
就
業
時
間
外

に
送
ら
れ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
連

絡
を
「
見
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」「
必
要
に
応
じ
て
返
信
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
な

ど
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
く

必
要
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

事
前
に
定
め
て
お
く
こ
と

で
、
業
務
連
絡
と
し
て
の
活
用

が
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ

れ
ら
の
取
り
決
め
が
な
い
場
合

は
、
見
る
も
見
な
い
も
受
け
手

任
せ
に
な
り
、
業
務
連
絡
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
緊
急
連
絡

と
し
て
の
機
能
も
果
た
せ
な
く

な
り
ま
す
。

前
提
と
し
て
、
就
業
時
間
外

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用
し
た
業

務
連
絡
を
行
う
場
合
に
は
、
時

間
外
労
働
・
休
日
労
働
に
関
す

る
協
定
（
36
協
定
）
の
締
結
・

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
36

協
定
の
締
結
・
届
出
が
な
い
場

合
に
は
、
就
業
時
間
後
や
休
日

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
業

務
連
絡
は
違
反
行
為
に
な
り
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

【
自
己
判
断
に
よ
る

　
　
　
　
労
働
の
回
避
】

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
業
務
連
絡
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
ス
タ
ッ
フ
が

気
を
利
か
せ
て
、
就
業
時
間
外

に
自
主
的
に
翌
日
の
準
備
を
行

っ
た
。
仕
事
へ
の
意
欲
に
つ
い

て
は
褒
め
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
の
場
合
も
時
間
外
労
働

と
し
て
賃
金
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
明
確
な
指
示

は
な
く
と
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

連
絡
が
〝
指
示
〞
と
取
ら
れ
れ

ば
、
時
間
外
労
働
と
解
釈
さ
れ

か
ね
ま
せ
ん
。

【
利
用
の
制
限
】

36
協
定
を
締
結
・
届
出
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
利
用
に
つ
い
て

取
り
決
め
を
し
て
も
そ
れ
だ
け

で
は
不
十
分
で
す
。
先
輩
ス
タ

ッ
フ
が
後
輩
ス
タ
ッ
フ
に
、
就

業
時
間
外
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
て
仕
事
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
就
業
時
間
外
に
メ
モ
の
つ

も
り
で
行
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

投
稿
を
見
た
後
輩
ス
タ
ッ
フ

が
、
そ
の
こ
と
で
や
り
取
り
を

行
う
な
ど
し
た
場
合
に
は
、
業

務
と
取
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

～先生の一歩につなぐ～～先生の一歩につなぐ～

私の歯科訪問診療私の歯科訪問診療

マ
イ
ナ
保
険
証
ト
ラ
ブ
ル

会
員
か
ら
不
安
の
声

「
国
民
は
安
全
な
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
い
込
み
…
」

マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル

が
止
ま
ら
な
い
。
協
会
に
も
不

安
を
抱
く
会
員
の
先
生
か
ら
相

談
が
寄
せ
ら
れ
る
。
今
回
は
、

会
員
の
Ａ
先
生
（
都
内
）
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
紹
介
す

る
。昨

今
、
個
人
情
報
が
売
買
さ

れ
、
犯
罪
組
織
な
ど
に
悪
用
さ

れ
る
な
ど
の
報
道
が
相
次

ぐ
。
個
人
情
報
の
在
り
方
に
つ

い
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

は
健
康
保
険
証
や
公
金
受
取
口

座
な
ど
高
度
な
個
人
情
報
が
ひ

も
付
け
ら
れ
て
い
る
。
Ａ
先
生

は
、「
も
し
情
報
が
漏
洩
し
て

し
ま
っ
た
場
合
に
、
犯
罪
組
織

に
使
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
」
と
懸
念
し
て
い
る
一
人

だ
。
Ａ
先
生
は
、
徳
島
県
の
半

田
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

機
関
で
相
次
い
だ
ラ
ン
サ
ム
ウ

ェ
ア
の
被
害
に
つ
い
て
触

れ
、「
医
療
機
関
へ
の
サ
イ
バ

ー
攻
撃
の
事
例
に
対
し
て
、

〝
解
決
で
き
た
〞
と
い
う
情
報

を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
心

配
し
て
い
る
。
国
が
サ
イ
バ
ー

攻
撃
を
受
け
る
可
能
性
も
あ

り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
関
連
の
ト

ラ
ブ
ル
を
含
め
、
日
本
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
万
全
で
あ
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
」
と
、

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
一
本
化
し
た

際
の
危
険
性
を
挙
げ
た
。

最
大
2
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
る
こ
と
で
、
多
く

の
人
々
が
申
請
し
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
「
良

い
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
リ
ス

ク
と
補
償
に
つ
い
て
、
国
民
に

周
知
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
、
政
府
に
国
民
が
多
種

多
様
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
、
対
応
し
て
ほ
し

い
と
思
い
を
語
っ
た
。
実
際
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
利
用
規
則
の

第
26
条
に
は
、
利
用
者
が
損
害

を
被
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、

「
責
任
を
負
わ
な
い
」
と
記
載

が
あ
る
。「
国
民
は
安
全
な
シ

ス
テ
ム
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る

し
、
何
か
あ
っ
て
も
国
が
責
任

を
取
っ
て
く
れ
る
と
認
識
し
て

し
ま
っ
て
い
る
」
と
Ａ
先
生
。

最
後
に
は
、「
保
険
医
協
会
か

ら
も
強
く
呼
び
か
け
て
い
た
だ

き
、
国
民
に
正
し
く
リ
ス
ク
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
補
償
を
理
解

し
て
も
ら
え
れ
ば
助
か
る
人
々

は
少
な
く
な
い
と
思
う
」
と
力

を
込
め
た
。

こ
う
し
た
先
生
の
思
い
を
受

け
、
協
会
は
引
き
続
き
マ
イ
ナ

保
険
証
の
問
題
に
取
り
組
む
。



「
男
子
厨
房
に
入
る
べ
か
ら

ず
」
の
語
源
は
、
孟
子
の
「
君

子
之
於
禽
獸
也
、
見
其
生
、
不

忍
見
其
死
、
聞
其
聲
、
不
忍
食

其
肉
、
是
以
君
子
遠
庖
廚
也
」

に
あ
り
ま
す
。「
君
子
で
あ
っ

て
も
禽き
ん
じ
ゅ
う獣
（
鳥
や
け
も
の
の

類
）
を
見
れ
ば
、
屠ほ
ふ
る
（
体
を

切
り
裂
く
こ
と
）
の
は
忍
び
な

い
と
思
う
し
、
悲
し
い
声
を
聴

く
と
肉
を
食
べ
る
の
も
た
め
ら

う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ

か
ら
君
子
は
厨
房
に
入
ら
な
い

ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
慈
悲
深
い
君
子
が
肉
食
禁

止
令
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
諸
説

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
言
葉
が
日

本
に
伝
わ
っ
た
後
に
、
本
来
の

意
味
で
あ
る
「
憐
れ
み
」
が

「
台
所
に
立
つ
べ
き
で
は
な

い
」
に
変
わ
っ
た
も
の
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

価
値
観
は
変
わ
る
も
の
で
、

少
し
前
ま
で「
男
子
厨
房
に
入

る
べ
か
ら
ず
」と
、料
理
が
で

き
な
い
こ
と
が
男
性
の
自
慢
の

よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
亡
父

も
、晩
年
は
酒
肴
を
自
ら
作
る

こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

現
役
時
代
に
は
台
所
に
は
ほ
と

ん
ど
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
、
料
理
が
で
き
る
男
性

は
、
と
て
も
モ
テ
ま
す
。「
専

業
主
婦
」
と
い
う
く
く
り
は
、

戦
後
の
日
本
高
度
成
長
時
代
に

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
事
」
と

い
う
社
会
の
ご
都
合
主
義
・
性

別
役
割
分
担
に
よ
っ
て
作
り
出

さ
れ
た
も
の
で
す
。
一
時
期

「
ワ
ン
オ
ペ
育
児
」
と
い
う
言

葉
が
流
行
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
で
の
外
食
産

業
に
お
い
て
、
接
客
、
調
理
、

会
計
、
清
掃
ま
で
一
人
で
こ
な

す
労
働
者
の
状
態
を
ワ
ン
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら

派
生
し
た
言
葉
で
す
。

今
ま
で
の
歯
科
業
界
は
、
男

性
歯
科
医
師
が
大
多
数
を
占

め
、
配
偶
者
は
専
業
主
婦
と
い

う
構
図
が
一
般
的
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
２
０
２
０

年
の
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤

師
統
計
の
概
況
に
よ
る
と
、
20

代
の
歯
科
医
師
で
女
性
が
占
め

る
割
合
は
46
・
４
％
で
す
。
私

が
大
学
に
入
学
し
た
40
年
前

は
、
歯
学
部
一
学
年
60
名
の
う

ち
女
子
学
生
は
８
名
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
家
事
・
育
児
・

介
護
は
、
男
性
・
女
性
関
係
な

く
、
家
族
全
員
で
や
り
ま
し
ょ

う
。
男
性
に
で
き
な
い
こ
と

は
、
妊
娠
・
出
産
の
み
で
す
。

特
に
「
育
児
は
父
親
が
積
極

的
に
関
わ
っ
た
ほ
う
が
、
情
緒

的
社
会
的
発
達
が
良
く
な

り
、
子
ど
も
の
非
行
が
減
り
、

成
人
後
に
教
育
、
経
済
的
な
業

績
が
増
え
る
。
自
尊
感
情
が
高

く
な
り
、
習
い
事
を
し
て
も
子

ど
も
自
身
の
能
力
感
が
高
ま

る
」
と
い
う
こ
と
が
専
門
家
の

調
査
に
よ
り
分
か
っ
て
き
て
い

ま
す
（
※
）。
夫
が
家
事
・
育

児
・
介
護
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
夫
婦
関
係
満
足
度
が
高
ま

り
ま
す
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会
で

は
、
保
険
請
求
の
相
談
や
、
学

術
講
演
、
講
習
会
の
開
催
な
ど

と
と
も
に
、
勤
務
医
や
女
性
の

先
生
方
の
た
め
の
情
報
発
信
を

し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
に

は
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

家
庭
円
満
の
た
め
に
、
ご
自

身
の
健
康
の
た
め
に
、ぜ
ひ
と
も

〝
男
子
厨
房
に
入
り
ま
し
ょ
う
〞。

※
　
石
井
ク
ン
ツ
昌
子
著
　「『
育

メ
ン
』
現
象
の
社
会
学
」（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
よ
り

早坂 美都
（副会長／世田谷区）

男子厨房に入りましょう

春
に
実
施
し
た
「
健
康
保
険

証
を
廃
止
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
請
願
署
名
」
へ
の
ご
協
力
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
現
行
の
健

康
保
険
証
を
２
０
２
４
年
秋
に

廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
一
本
化
す
る
法
案
が
、
23

年
６
月
に
可
決
成
立
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
し
た
健

ご
協
力
く
だ
さ
い

康
保
険
証
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）

を
め
ぐ
り
、「
紐
づ
け
ミ
ス
」

や
「
資
格
無
効
」
と
表
示
さ
れ

る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
、
秋
を
め
ど
に
総
点
検
、
修

正
を
行
う
と
し
て
、
現
在
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
の
続
出
は
一
向
に
止
ま
り
ま

せ
ん
。
全
国
の
協
会
・
医
会
や

保
団
連
の
調
査
結
果
が
連

日
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
問
題
点
が
よ
り
一
層
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月

17
日
に
は
、
協
会
け
ん
ぽ
で
約

36
万
人
の
ひ
も
付
け
が
未
了
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な

い
人
に
は
、
一
律
に
資
格
確
認

書
を
交
付
す
る
と
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
現
行
の
健

康
保
険
証
を
残
せ
ば
済
む
こ
と

で
あ
り
、
無
駄
な
手
間
と
費
用

と
を
か
け
る
必
要
も
な
く
、
不

安
も
払
拭
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ

保
険
証
を
持
つ
人
も
、
健
康
保

険
証
を
残
せ
ば
、
マ
イ
ナ
保
険

証
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
場
合

で
も
す
ぐ
に
解
決
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
東
京
歯
科
保
険
医
協

会
で
は
、「
現
行
の
健
康
保
険

証
を
残
し
て
く
だ
さ
い
請
願
署

名
」
に
新
た
に
取
り
組
む
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
健
康
保
険

証
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に

は
、
今
こ
そ
声
を
あ
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
春
に
署
名
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
先
生
も
、
今

一
度
、
署
名
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

９
月
５
日
頃
配
達
予
定
の

「
月
刊
保
団
連
」
９
月
号
に
署

名
用
紙
と
ポ
ス
タ
ー
、
返
信
用

封
筒
を
同
封
い
た
し
ま
し

た
。
１
筆
で
も
結
構
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
！
い
た
だ
い
た
署
名

は
、
随
時
、
国
会
に
届
け
て
い

き
ま
す
。

追
加
で
署
名
用
紙
や
返
信
用

封
筒
、
ポ
ス
タ
ー
を
ご
希
望
の

場
合
は
右
上
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
お
申

込
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

原水爆禁止2023年世界大会

「
被
爆
者
と
と
も
に
、
核
兵

器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界

を
―
人
類
と
地
球
の
未
来
の
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
原
水
爆
禁

止
２
０
２
３
年
世
界
大
会
が
長

崎
で
開
催
さ
れ
、
矢
野
正
明
担

当
理
事
と
事
務
局
員
が
参
加
し

た
。
台
風
の
た
め
予
定
を
1
日

in長崎

短
縮
し
て
行
わ
れ
た
が
、
参
加

延
べ
人
数
は
２
日
間
で
会
場
５

千
100
名
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
３
千
名
と
な

っ
た
。
世
界
各
地
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
発
言
も
含
め
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
へ
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
、
参
加
者
が
訴
え
た
。

被
爆
者
の
田
中
重
光
氏
が
「
原

爆
は
一
瞬
で
被
爆
者
に
な

り
、
人
間
と
し
て
死
ぬ
こ
と
も

生
き
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
日

本
政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
を

批
准
し
、
生
き
て
い
る
う
ち
に

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」
と
訴

え
た
。

東
京
反
核
医
師
の
会
と
全
日

本
教
職
員
組
合
で
担
当
し
た
分

科
会
「
学
び
と
交
流
の
ひ
ろ

ば
」
に
は
、
約
90
名
の
親
子
が

参
加
し
た
。
歌
や
ク
イ
ズ
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、「
原
爆
の

被
害
」「
被
爆
者
の
苦
し
み
と

闘
い
」
の
講
話
な
ど
を
行
っ

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
「
核
兵
器
を
ど
う
し
て
作
る

の
か
。
一
瞬
で
当
た
り
前
の
生

活
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
核
兵

器
は
な
く
な
れ
ば
い
い
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

署名用紙のご注文はこちら
電話番号：03（3205）2999
FAX：03（3209）9918
Mail： info@tokyo-sk.com

右のQRからも
お申し込みできます▶

現行の健康保険証を
残してください

請 願 署 名

講話する矢野正明理事

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
2
０
２
３
年
３

月
ま
で
に
行
っ
た
先
生
は
、９
月

末
ま
で
に
補
助
金
を
申
請
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

導
入
の
猶
予
届
出
書
を
出
さ
れ

た
方
で
、類
型
第
1
号
「
2
０

２
３
年
２
月
末
ま
で
に
ベ
ン
ダ

ー
と
契
約
締
結
し
た
が
、導
入

に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
整
備
が
未

完
了
の
保
険
医
療
機
関
、薬
局

（
シ
ス
テ
ム
整
備
中
）」
を
選
択

さ
れ
た
先
生
は
９
月
末
ま
で
に

シ
ス
テ
ム
整
備
を
完
了
す
る
必

要
が
あ
る
。

▼
業
者
が「
間
に
合
わ
な
い
」と

　
「
工
事
が
間
に
合
わ
な
い
」

「
９
月
末
ま
で
に
導
入
は
で
き

な
い
」
な
ど
と
業
者
に
言
わ
れ

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、現

在
、厚
労
省
に
確
認
を
し
て
い

る
。

　
該
当
す
る
先
生
は
、協
会
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

猶予届の状況等 導入完了期限 補助金申請期限

 未提出 2023年 3月31日 2023年 9月30日

 猶予類型１・４・５・６で受理済み 2023年 9月30日 2023年12月31日

 猶予類型２・３で受理済み 2024年 3月31日 2024年 6月30日

オン資システム導入補助金

  申請期限迫る  申請期限迫る

    ９９月末まで月末まで

　協会では、各種優待サービスをご
案内しております。ご希望の方は、右
のQRよりアクセスし、必要事項をご
記入の上、お申し込みください。

会員の先生とご家族もご一緒に

利用できるサービスもあります。

ぜひ、ご利用ください!!

（ 1 2）第６４２号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）９月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

会員優待会員優待

ご案内ご案内
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